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一 般 に 『 ア メ 横 』 と 言っ た 時 、 JR 上 野 駅 と 御徒 町 駅 を 結ぶ 高 
下 の 迷 路 の よう に 入り 組ん だ 商店 群 と 、 向かい 合っ た 両側 の 通り 一 
アメ 横 通 り と 上 野 ・ 御 徒 町 駅 前 通り 一 一 帯 を 指す 。 こ の 直線 距離 に 
し て 4 0 0 m 程 に 、 5 0 0 以上 の 問屋 ・ 小売 店 が ひし めい て いる 。 

そこ に は 、 年 末 の TV で よく 見 掛け る 海産 ・ 乾 物 系 食品 、 菓 子 か 
ら 、 ゴ ルフ 用 品 、 ジ ー ン ズ 、 ミ リタ リー 系 、 古 着 、 プ ラン ド 系 バッ 
グ 、 小 物 、 輸 入 雑 貨 ・ 食 品 … エ アー マッ クス か ら G シ ョ ッ ク の 超 レ 
アァ 物 ま で 、 相 変わ ら ず 種々 雑多 な 、 今 と 昔 の モノ が 溢れ て いる 。 そ 
ん な アメ 横 は 、 僕 が 通っ て いた 頃 一 60 年 代 の 雰 囲 気 を 、 今 も 濃厚 に 
に 残し て いる 不思議 な 場所 だ 。 

1960 年 代 半 ば 頃 、 駅 前 通り の 御徒 町 側 入 り 口 か ら 上 野方 向 に 2 0 
0 m 程 行く 間 に 、 通 り の 両側 に 1 0 件 前 後 の 貸本 マン ガ の 問屋 が 点 
在 し て いた 。 店 内 の 大 半 は 、 青 林堂 、 東 京 ト ッ プ 社 、 東 考 社 、 日 の 
丸文 庫 、 つ ぱ め 書房 、 佐 藤 プ ロ 、 さ いと う プ ロ 、 そ の 他 食 本 マン ガ 
専門 の 出版 社 の 『 マ ン ガ ー 劇 画 ] で 占め られ て いた 。 僕 は この 通り 
を 、 勝 手 に 『 ア メ 横 ・ 貸 本 マン ガ 通 り 』 と 呼ん で いた 。 

これ ら の 問屋 が 、 い つ 頃 か ら あ っ た の か は 分 か ら な い が 、5 4 
年 頃 (昭和 2 9 年 頃 ) の 東京 都 全 住宅 案内 図 帳 に は 、 す で に 載っ て 
いる 。 し か し 、 貸 本 マン ガ 専 門 の 出版 社 が 台頭 し て きた の も 、5 4 
年 頃 か ら と いわ れ て いる か ら 、 そ の 以前 か ら あ っ た と すれ ば 、 扱 う 
本 の 内 容 も 、 少 し 違っ た も の だ っ た と 思う 。 

9 


貸本 屋 ・ 貸 本 マン ガ (劇画 ) は 55~ー58、9 年 頃 に 最盛 期 を 迎 
え 、 そ の 後 急激 に 人 気 が 降 下 し 、6 6 年 頃 に は 壊滅 状態 に 至る 。 
僕 が この 『 貸 本 マン ガ 通 り 』 と 出会っ た の は 、1964 年 (昭和 39 年 ) 
、 ま さ に 貸本 業界 の 末期 の 頃 だ っ た 。 

東京 オリ ン ピ ッ ク を 間近 に 控え た 9 月 頃 だ っ た と 思う 。 その頃 モ 
デル ガン に 牽 っ て いた 中 学 2 年 生 の 僕 は 、 ア メ 横 通り の MGC や 中 
田 商 店 に 、 時 々 顔 を 出す よう に な っ て いた 。 い つも は トン ボ 帰 りな 
の に 、 そ の 日 は な ぜ か 高架 下 の ガ ー ド を 潜り 、 駅 前 通り 側 に 出 た 。 
フト 見 る と 、 両 側 を 2 階 建て の 建物 に びっ た り と 挟ま れ た 、 小 さ な 
木造 の 建物 が 目 に 入っ た 。 何 か の 店 らし い が 、 看 板 ら し きも の は 見 
当たら な い 。 四角 い 、 ベ ニヤ 板 を 張り 合わ せ た よ うな 正面 に 、 四 角 
く 切 り 取 られ た よう な 入口 。 近 付く と 、 薄 暗い 中 に 壁 一 面 の 本 棚 が 
見 えた 。 好奇 心 に 吊 ら れ て 中 に 入る と 、 黒 い 木 の 床 が ギシギシ と て 音 
を 立て る 。 天井 が や け の 低く 、 穴 蔵 に 入っ た みた い だ 。 璧 の 本 棚 が 
目 の 前 に ある 。 次 の 瞬間 、 僕 の 目 は 本 棚 に 釘付け に な っ て いた 。 真 
っ さら な 貸本 マン ガ で 、 ビ ッ シ リ と 埋め 尽く され て いた の だ 。 
当時 、 貸 本 マン ガ は 一 般 書 店 で は 売っ て いな か っ た 。 も ちろ ん マ 
ン ガ 専門 店 な ん か 無い 。 貸 本 屋 で 見 る マン ガ は ビニ ー ル 又は パラ フ 
ィ ン 紙 の カバ ー が し て あっ た 。 何 度 も 借り られ て ボロ ボロ な も の も 
多かっ た 。 だ か ら 、 新 刊 の 貸本 マン ガ を 目 に する 機会 は 皆無 だ っ た 
の だ 。 も っ と も 新刊 本 を 手 に 入れ る 方 法 が 、 無 か っ た わけ で は な い 。 
直接 出版 社 の 注文 する 方 法 と 、 貸 本 屋 の お ば さん と 仲良 そく な っ て 、 
問屋 か ら 買 っ て き て も ら う 方 法 だ 。 ど ちら に し て も 、 貸 本 屋 に し か 
情報 は 無い 。 し か し 残念 な こと に 、 僕 の 家 の 近 所 に は 貸本 屋 は 一 件 
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も 無かっ た 。 

「 シ ロウ ト に は 売ら な いよ 。」 ドス の 利 い た 声 が し た 。 ビ ッ ク リ 
し て 声 の し た 奥 の ほ う を 方 を 見 る と 、 い つか らい た の か オジ さん が 
こっ ち を ジッ と 見 て いる 。 僕 は 慌て て 表 に 飛び 出し た 。 

あら た め て 通り の 両側 を 見 る と 、 似 た よう な 店 が ポツポツ と 見 え 
る 。 平台 に 本 を 積ん だ 書店 に 近い 形式 の 店 も あっ た 。 これ だ け あ れ 
ば 、 一 件 ぐら い は 売っ て くれ る か も し れ な い 。 

僕 は いち ば ん 上 野 駅 寄り の 店 か ら 、 次 々 と 入っ て いっ た 。「 ダ メ 、 
ダメ |」 、「 売 れ な いね 。 | 「 シ ロウ ト に は …e. t. c. 」 次 々 に 
断ら れ て 、 と うと う 御 徒 町 駅 に 近い 最後 の 店 に な っ た 。 

八百屋 みた いな オー プン 形式 の その 店 は 、 店 頭 の 平台 の 上 に 20 
30 冊 程 の 貸本 マン ガ の 束 が 、 い くつ も 平 積 みさ れ て いた 。 奥 の レ ジ 
の と ころ に は 眼鏡 を 掛け た 丸 顔 の オバ サン が 居る 。 こ こ で 断ら れ た 
ら 後 が な い 。 僕 は どう 切り 出 そ う か と 考え な が ら 、 マ ン ガ の 山 の 前 
に 立っ て いた 。 目 の 前 に は 水木 さん の 新刊 「 古 墳 大 秘 記 ] が あっ た 。 

気が付く と 、 眼 鏡 の オバ サン が 横 に 立っ て 、 不 機嫌 そう な 顔 で 僕 
を 見 て いる 。 

「 ア ンタ 、 欲 し い 本 が ある の | 「 ハ イ ! 」 思わ ず 僕 は 答え て いた 。 
オバ サン は 、 店 の 奥 に 向かっ て 大 き な 声 で 「 ネ エ 、 ア ンタ 。 こ の 子 
に 売っ て あげ る か ら 、 い いね 」 と 声 を 掛け る と 、「 好 き な の を 持っ 
て お いで 。」 と 僕 に 言い 、 レ ジ に 戻っ て いっ た 。 

この 時 、4、5 冊 は 買っ た は ず だ が 、 水 木 さ ん の 「 古 墳 大 秘 記 」 
の 他 は 、 何 を 買っ た の か 思い 出せ な い 。 

僕 の 『 貸 本 マン ガ 通 り 』 通い は 、 こ うし て 始ま っ た 。 
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と に か く 毎 週 の よう に 通っ た 。 いつ 水木 さん の 作品 が 出る か 分 か 
ら な い の だ 。 見 逃す わけ に は 行か な い 。 

真っ 先 に メガ ネ の オバ サン の 店 に 顔 を 出す 。 気 に 入っ た 本 が ある 
と 買っ て 、 そ れ か ら 、 次 々 と 他 の 店 を 覗い て いっ た 。 相変わらず イ 
ヤ な 顔 を する 人 が 多かっ た が 、 通 い 続け る 間 に 、 本 を 売っ て くれ る 
店 も 出 て きた 。 ど こも 、 だ いた い 定 価 の 20% 引 き で 売っ て くれ た 。 

1964 年 の 前 半 に 、 水 木 さ ん は 共 場 の 鬼太郎 シリ ー ズ の 『 お か し な 
公 』 『 ば ぼく は 新入 生 』 『 ア ホ な 男 』『 な いし ょ の 話 』 や 『 悪 磨く ん 』 
1、2、3、 幻 想 ロ マン シリ ー ズ 「『 夜 の 草笛 』 『 地 獄 流 し 』 『 か え 
り 船 』 等 を 出し て いる 。 け れ ど も 、 こ れ ら の 本 は 1 0 月 頃 の 時 点 で 
は どこ の 店 に も 無かっ た 。 

結局 、 こ の 年 は 、『 古 墳 大 秘 記 』 「『 猫 姫 様 』『 劇 画 No. 1』1 、 
2、3、『 妨 法 秘話 』 10 一 1 3 を 手 に 入れ て 終わ っ た 。 

翌 1965 年 。『 呪 われ た 村 』 『 青 葉 の 笛 』 『 怪 談 』 『 日 の 丸 戦 記 』 
『 劇 画 マ て マガジン 』 8 月 に 『 忍 法 秘話 』 2 1 (最終 巻 ) 他 が 出る 。 

『 日 の 丸 戦 記 』 『 劇 画 マ ガ ジ ン 』 は 、 見 逃し て 、 後 で 後悔 する こと 
と な っ た 。 

そし て 、 9 月 。 水木 さん の 貸本 時 代 最 後 の 単行 本 『 地 獄 』 が 出る 。 
水木 さん 々 は 、 す で に 、 こ の 8 月 少年 マガ ジン に 甘 場 鬼太郎 『 手 』 、 
別冊 少年 マガ ジン に 『 テ レビ くん 』 を 発表 し て いた 。 メ ジャ ー に な 
る 日 は も う 目 前 に 迫っ て いた の だ 。 僕 は 水木 さん の 作品 を 読め る 機 
会 が 増え た こと を 、 喜 ん で いた 。 まさ か 水木 さん の 貸本 マン ガ が 、 
も う 読 め な く な る な ん て 、 そ の 時 の 僕 は 考え て も いな か っ た 。 


この 年 の 終り 『 テ レビ くん 』 は 第 6 回 講談 社 児童 漫画 賞 を 受賞 。 
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1966 年 。 河 章 の 三平 (ぼく ら ) 、 悪 磨く ん 、 葉 場 鬼 太郎 少年 マ 
ガ ジ ン ) の 連載 が 始ま る 。 1 0 月 に は 『 悪 魔 く ん 』 TV 化 。 

その 間 、 水 木 さ ん の 貸本 マン ガ を 待ち 続け て いた 僕 は 、 東 考 社 の 
『 水 木 し げ る 傑作 集 』 全 5 巻 の 発行 に より 、 貸 本 マン ガ 時 代 の 終り 
を 実感 し て いた 。 け れ ど も 、 こ の 2 年 間 で 貸本 マン ガ の 世界 に ドッ 
プリ 浸っ て し まっ た 僕 は 、 そ の 後 も アメ 横 に 通い 続け た 。 

67 年 、68 年 と 問屋 の 店 頭 か ら A 5 サイ ズ の 貸本 マン ガ は 消え て 行 
き 、 新 書 サ イズ に 変わ っ て いっ た 。 貸本 マン ガ の 出版 社 の 数 も 減り 、 
残っ て いた 人 気 劇画 家 た ちゃ も 次 々 と 劇画 過 刊 誌 へ と 移っ て いっ た 。 
彼 等 の 過去 の 作品 が 新書 判 で 再版 され 、 出 て きた ば か り の 新人 の 作 
品 が 問屋 の 店 頭 に 並ん だ 。 僕 の 足 は 徐々 に 蛋 の いて いっ た 。 

1969 年 の 終り 頃 か 、70 年 の 初め 頃 だ と 思う 。 久し振り の アメ 横 だ 
っ た 。 JR 御徒 町 駅 か ら 、『 貸 本 マン ガ 通 り 』 の 眼鏡 の オバ サン の 
店 に 向かっ た 。 一瞬 、 場 所 を 間違え た の か と 思っ た 。 隣 に あっ た フ 
タバ ゴル フ の 建物 は ビル に な り 、 看 板 と 供 に 大 きく な っ て いた 。 そ 
の 向こう に あっ た オバ サン の 店 が 無かっ た 。 先 隣 の 細い 路地 を 挟ん 
だ 紙袋 屋 は その まま だ 。 ゴ ルフ ショ ッ プ は オバ サン の 店 を 飲み 込ん 
で し まっ た よう だ 。 僕 は 通り を その まま 上 野 に 向かっ て 歩い て いっ 
た 。 他 の 店 が あっ た 所 も 、 ジ ー ン ズ シ ョ ッ プ や 、 輸 入 雑貨 店 に 変わ 
っ て いた 。 結局 、 一 件 の 問屋 も 見 つけ る こと が で き な か っ た 。 

僕 の 中 の 『 貸 本 マン ガ 通 り 』 は こう し て 終り を 告げ た 。 


1998. 2. 15. end . 
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くく へ 記 おじ 人 ン お し 人 交 で GS 所 R 外 次 中 は くべ 選 還 羽 … 
閉 尺 当 表 ふ / 多 欠か れ び 用 選 沖 6" WS 潤 / 呈 せ 還 「 再 全 
や So 他 部 委 ンタ … び 邊 ポコ 心 沈 湖 家 つ ポ の 

ぴり りり US に 大 演 6 宇 で の 
り Q6 せ し 帆 忘 mM“ 

8 介 らら っ? op て 王 口 きさく? 株 0 ポレ 選 せ 授 民 二 


培 せ 民 り 委 く びり 半 で ポ ? 導 系 名 @ 芝 光 所 つ しら 選 層 可 ロ 
お ふい ン " 

「 く くく wo く 下 で 

臣下 CR く へ G 多 せ / 足 畠 び 名 夫 じ 民 る 号 画 お | 還 戻せ 
て で 只 較 人 ふ ばく ざら 選 鶴 要 ポ で お 吸 / 出羽 せ ン 「 皿 MO 会 …」 
ずり 癌 Q 電 写っ お ? 

篤 一 

「… で 」 

司 賜 訓 器 @OSE 

[8 で KR きり 表せ … ド 

時 明 作 8 思 の 人 TRG Be 

井 玉 く へ 名 詞 @ 簿 UK へ A さ こつ 幼 ご せ や 連 せ 別人 で 四季 称 装 
つ お ? | 区 G nANDWS せ SS く し RW ゼン ば)0T 


「 傘 T 思 @ で の へ. 思 @S…『 SS] 

で し っ の 計 8 | 富 避 過 ン と せ ふ 和紀 応 で しろ うり 心 つ 二 MI 
党 )) 心 表し 7 皇 業 っ" 

< あー よい とい さ : 

「8『 宮 や レン て. 美 全 民 」 

4S 素 ン 下 宣 ロ / る へき 人 到 鞭 ン ご" 

SS さ Se で RS の 上 『 補 9 2 衣 』 ま ヤーー" 

『 舞 還っ 選 Je@ ぐ M/ p 呈 唱和 き G 失 肖 … 選 WW 心 選 SN 
「 介 … 借 洗 和 的 響 や 7 四 ン …」 

民 記 せく 私 り 剖 的 写っ お ? 湯 人 GS 深 室 6G 王 7 信人 角 移 硬 お 選 
りら っ 心 太宗 @G 品 思 巡 全く 8 抽 民 7 つ 全 つく 


「w/ くき …」 

RS つり 概 公 店 d 中 て 要 東 人 でき っ ? 悪 親 表 届 WP 近 
\Q 束 消 / MM 味 加 因 稀 つつ 心 U 了 mhAO ? 

神宝 て. 舞 民 て 令 天 て 押 和 の 

立 ま 時 くし くい 中 栖 せ / 球 K 后 GSG し 8 公 お? 

「 介 社 せ … 介 tets」 


「 響 ネ … ホ て の …」 6 

/ 征 せ っ 演 提 世 王 G 心 きつ ロ 移 0 や 0? 

選 G 振 紅色 『 レ 2A0G せ / 喝 @ 世 し じ せ さっ" 足 据 じゃ な 
くっ? ふ ー ミ GS 措 中 さ りつ お 謀 天 @ 選 ST お 

和 * 委 トト … ト U 奈 ン " 要 % さ PAQG 必 表せ 誠 寂 呈 『 
お 2 つじ WM 和 名 外 図 じ し GT お 人 SG 長 ン ^ 四 全 走 軒 2G 下 
祥 お 通る 計ら し 還 定 G 語 六 吉 注ぐ お 7 4Q 代 選 軒 せ / 了 K 電 
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堂 ン RG 筐 信人 る ぐり 相 玉 0* 
に 記せ 耐 昌 的 劉 つき さっ" 嘱 柄 留 加 や 栄 千 つじ 2h6? 宮 @ 選 人 
ペー へ … ぴ つつ お? 

栄 宮 丈 大 避 夫 さ 計 つ ポコ 心 / 如 ぶ ーーwinm 選 8 他 問 
S 細 WM 史 つ レン 時 人 を くせ 補 條 玉 お 等 の の o 

系 … 

連 G 計 や 信 拭 誠 お 包 …/ 某 仙 / 記 GS や し 入 つ て 多 応 
どこ 

ー 一 四 選 は 送 的 や や 8 

人 Q 呈 8/ 埋 @ 箇 絆 ポ T お … の で し 公 製 並 お 7 りく さら る 
サキ つじ SD@0GB つ Y 会 全 東リ 2)0Gp ロ に 導 信 し < 
レン xn? 

記 い レ ひ いつ そら 9 

00 ルン SG や 6 吉 お CC SG 全 鞭 …… スン ee ぴり て 
答 7 心 長 … リ 写せ / 給 お ……… 


攻 品 球 守 性 躍 と 福 @G お 公 旭 し / 世 粗 G 思 きき 和書 瓦 豆 お ? 
下 忠 纏 G 介 説 ロ CAU^ 記 胃 せ 光 思 り 札 じ 2h69 JJ@ 羽 興 
8/ 尋 @ 思 会 定評 G く 『 選 S く へ 名 村 公選 常人 入 避 / 佑 加 
ふ 選 O 宇 選定 じ 更 り T 尺 六 回 衣 べ 役 主 下 つじ っ い @ 世 選 記 名 
SU 応じ 7 写 忠 灘 や 悦夫 多 潮 人 々 し っ he? ( 三 符 避 ) 


JSS 宮 知人 委 WSG ロ SG ふら そめ 0 と 編 『 し くろ お ? ( 立 ) 
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と We で 朱 還 wtsS 
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を の 


匠 の 
W り 5 以 


の の と 
NM ク 


MO 


MM 


ムン 
RA 2 


ルン ルン グン 2 


2 人 


敗 


前 
ME 


間 


N 
R | 
彼 欄 
計 
の 
2 を 
才 瀬 3 う ( 
カ ど ちる 
作 1 る 
た 将 ぅ ゃ 2 
け 狗 b / 
* お 


人 


MM ん 


96. 9.3 の 


NM 


の 
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” 四 圭 で , 王 基 日 旨 上 


【 日 台 和 証 : 要 ( 掌 の ホホ 冬 異 を 


平成 9 年 9 月 20 日 ( 土 ) 午後 2 時 35 分 か ら (*1) 1 時 間 20 分 に わ 
た っ て 放送 され た テレ ビ 西 日 本 制作 ・ 著 作 の TV ドキ ュ メ ンタ リー 
番組 若 肖 め 林 』 。 君 も あの 番組 を 観 た か ? 

終戦 記念 日 や 原爆 の 投下 され た 日 、 御 彼岸 の 時 期 に な る と 上 は 
NHK か ら 下 は MX テレ ビ (*2) まで 一 斉 に 戦争 反省 番組 (*3) を 垂れ 流 
す の で 物心 つい た 頃 か ら 熱心 に 観る こと な ぞ 無 か っ た の だ が 、TV 
番組 雑誌 の 活字 の 海 の 中 で 何故 か この タイ トル だ けが 気 に な っ て 
し まい 、 さ ん ざん 迷っ た 挙げ 句 観 た か っ た 裏 番組 を 辞め て 録画 し 
た の だ が ・… 今 は 思わ ぬ 拾 い 物 を し た 時 の 「 ラ ッ キ ー』| と いっ 
た 気持 ち を 噛み し め る と 同時 に 、 数 年 前 の 水 伝 サマ ー イ ベン ト で 、 
あの 「 青 年 の 家 」 に 水木 先生 が 来 て 下さ っ た 時 、 プ ライ ベー ト な 
講演 会 (と いう より 座談 会 ) の 中 で 
『【 欲 し い 】 と か 【 会 いた い 】 と 強く 思う と 、 必 ず 引 き 寄 せる こ 
と が 出来 る ん で すね ぇ ‥…‥ あ れ は 不思議 な モン で すね ぇ 』 と 遠い 眼 
を し な が ら 感 慌 深 げに 語ら れ て いた こと を 何故 か 思 


舞台 は 、 水 木 先生 の 戦記 物 で も 有名 な パプ ワ ・ ニ ュー ギニア 。 
名 も 無い TV 取材 班 が 最初 に 訪れ た の は ウリ ン ガ ン 村 だ っ た が 、 そ 
この “ 木 " は 少し 前 に 伐採 され て いた 。 次 に 訪れ た パラ ダイ ス ア 
イラ ンド で は “ 木 " は 存在 し た の だ が 、 何 故 か 其 の 夜 だ け は 一 臣 
の 蛍 も 集まら な か っ た 。 よ う や くそ の “ 木 " を 観 ら れ た の は スワ 
イム 村 に 着い た 夜 だ っ た 。 村 の 長老 が 「 デ ィ ス コラ イト の よう だ 。 
夜 11 時 に 光り 始め て 、 朝 の 5 時 に 寝 て し まう 。」 と 可愛 い 仕 草 で 
教え て くれ た その 夜 、 暗 闇 を 背景 に し た その “ 木 " の シル エッ ト 
の 中 を 、 早 い 点滅 が 波打つ よう に 走る 様 が 撮影 され た 。 そ の 映像 
に は 、 ほ ん の 数 匹 の 蛍 が か 細い 光 を 放っ て いる 日 本 の 蛍 の 情緒 的 
な 風景 と まる で 違う 、 鬼 気迫 る 外 念 の よう な も の を 感じ ず に は い 
られ な か っ た 。 

学名 : プチ テコ プ テ ッ クス ・ ク リベラ ー タ 。 日 本 の 蛍 よ り も ひと 
回 り 小 さく 、 明 滅 は 一 秒 に 一 回 だ が 、 一 本 の 木 に 集まっ た 何 千 匹 
も の 蛍 が 、 ま る で 一 つの 意志 を 伝え よう と し て いる が 如く 、 右 か 
ら 左 へ 、 上 か ら 下 へ と 美しい 白光 の ウェ イブ (*4) を 走ら せ て いる 
姿 は 、「……‥… こ れ が 蛍 !7 CG だ ろ ??」 と 思わ せる 程 の も の で あっ 
た 。 
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リー ジコ 


(Al) 東京 都内 の 場合 


(*2) 都内 に 住ん で る 人 


で も 殆ど 知ら な いと 
いう 、 都庁 御用 達 の 
UHF 局 。 開局 当初 は 
都内 に 住む 外国 人 労 
働 者 へ の サー ビス と 
し て 、 同じ ニュ ー ス 
を 4 て 5 ヶ国 語 で 放 
送 し て いた が 、 い つ 
の 間 に か 消え て いた 。 
今 で は 最も 視聴 率 
を 稼ぐ の が 競馬 番組 
【 こ れ も TV 神 奈川 
か ら の 横流し 電波 と 
いう オチ が 付く 】 、 
次 が 某 サ ン ラ イズ 系 
アニ メ の 再 放送 と い 
う T V 東 京 と 全く 同 
じ 運 命 を 辿っ て いる 
東京 ロー カル T V 局 。 


(*3) 反省 し て 無い の は 


文部 省 だ け か …… 


(*4) 本当に 光 の 波 と し 


か 表現 で き な い 。 


蛍 の 木 を 追い 求め る 旅 は 、 や が て 第 二 次 世界 大 戦中 “ 木 " の 周 ー 
り で 起き た 日 本 兵 や 原 住民 (*5) 達 の 惨劇 を 白 日 の 下 に 暴 い て いく 。| () 水木 先生 言う と こ 
54 年 前 、「 生 き て 帰れ ぬ ニ ュー ギニア 」 と 呼ば れ た この 地 へ 、 ろ の “ 土 太 
韓国 ・ 龍 山 を 経由 し て 出兵 し た 、 あ る 日 本 兵 師団 261 名 の 場合 、 生 
還 者 は 僅か 一 名 。 戦 時 中 この 地 へ 投入 され た 全 大 隊 ・ 師 団 で 計算 
し て も 、 生 語 率 は 僅か 2 % 以 下 と いう 、 浪 惨 な 結果 が あっ た 。 遺 
族 に よれ ば 、 戦 死 も し く は 戦 病 死 と 一 言 通知 が 来る だ け で 詳し い 
こと は 一 切 知ら され な い が 、 実 際 に は 戦っ て 戦死 する こと より も 、 
乱 死 や マラ リヤ に よっ て ゆっ くり と 殺さ れ て いく こと の 方 が 圧倒 
的 に 多かっ た そう で ある 。 
次 の ニャ ミク ム 村 の 小学 校 で は 、 此 処 で 日 本 兵 が 何 を し た か 、 
正確 に 教育 され 伝え られ て いた 。 水木 作品 に も よく 出 て くる 『 精 
霊 の 家 (タン バラ ン ・ ハ ウス ) 』 を 持つ この 村 で は 、 か つて 日 本 
兵 と 交流 が あり 、 男 の 子 に ハヤ シダ (林田 ) と いう 名 前 を 付け た 
り 、 マ ラリ ヤ で 死ぬ の を 看取っ た 日 本 兵 に 貰っ た と いう 飯 含 が 未 
だ に 使わ れ て いた 。 ヤ ホブ 村 で は 『 木 " は 「 マ ン ガ ス 」 と か 「 タ 
リス 」 と 呼ば れ 、「 蛍 を 見 る と 人 が ん だ の だ と 思う 」 と 村人 が 
教え て くれ た 。 
この 地 で は 、 い くら 掘り 返し て も 、 今 だ 際限 無く 埋まっ て いる 
無数 の 人 骨 が 、 人 知れ ず 朽 ち 果 て よう と し て いる 。 し か し 、 特 に 
目 を 覆い た か っ た の は 、 現 地 人 が 案内 し て くれ た 野戦 病院 手術 室 
跡 だ 。 そ れ は 奥行 き が 1 m も な い 単 な る 洞穴 で し か な か っ た 。 


ルー の 8 いい: SW 
アイ ダ ペ 州 ア フ ア で は 、 村 人 が サク サク (*6) を 造る すぐ 横 に 、 (*6) 水木 先生 も 食べ た 
日 本 の 高射 砲 が 放置 され 、 赤 サビ の 塊 と な っ て いた 。 す ぐ 目 の 前 サ ゴ 醒 子 で ん ぶん 


の 海 に は 米 戦艦 が 静か に 遺棄 され て いる 。 こ こ で は 「 ピ ンマ ッ ク ] 
と 呼ば れ て いる “ 蛍 ” を 探す うち に 、 日 本 で は 語ら れる こと の 無 
か っ た (おそ らく 昼間 の TV で は 最初 で 最後 に な る で あろ う ) 

“ 闇 ” の 部 分 が 明らか に され て いっ た 。 

「 タ クサ ン ノ 日 本 兵 ガ 村人 二 罠 ヲ 仕掛 ケ クタ 。 切 ッ テ 、 ユ デ テ 、 
食べ ベタ 。 骨 八 捨 テ テイ ッ タ 。」 ま だ 歳 若 い 村人 が 、 全 く 感 情 の こ 
も っ て いな い 目 で 淡々 と 説明 し て いた 。 お そら く 何 世代 に も 渡っ 
て 忘れ られ る こと 無く 、 語 り 継 が れる “真実 " (*7) で あろ う 。 
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ニュ ー ブ リ テン 鳥 で は 日 本 軍 は 総員 玉砕 。 し か し 、 僅 か に 生き 
残っ た 日 本 兵 も 、 こ の 期 に 及 ん で 「 動 け ぬ 者 は 棄て る と も 、 火 砲 
を 搬送 せよ 」 と の 酷 命 を お び た た め 、 何 時 まで も 何時 まで も 降り 
続く 雨 の 中 、 溶 けた ター ル の よう に 粘り 付く 赤土 の 山道 を 、 野 砲 
(105kg) を 押し な が ら 1200km に 渡り 敗走 。 その 道 に は 、 累 々 た 
る 死体 の 山 が で き あ が っ て いた 。 “ 山 ” の 中 に は 、 微 か に 意識 が 
あり 、 助 け を 求め る 者 も ちい た が 、 何 も し て や る こと は 出来 な か っ 
た と いう 。 親 か ら 貰 っ た 命 よ り も 、【 恐 れ 多 くも 天皇 陸 下 より 肛 
っ た 】 錆 び た 三 八 式 歩兵 銃 様 の 方 が 散 わ れ た か ら で あ る 。 
死ね ば 英霊 と し て 「 オ メデ トウ ゴザ イマ ス 」 
生き て 帰れ ば 「 ハ ヂ デシ ラズ 」 
その 地獄 で 生き 残っ た 元 日 本 兵 が “ 木 " を 目撃 し て いた 。 そ れ 
は まる で 「 光 の 音楽 の よう だ っ た 」 と いう 。 


(*7) 戦時 中 の 日 本 兵 に 

よる 食 人 行為 に つい 
て 、 劇場 用 の ドキ ュ 
メン タリ ー 映 画 ( 例 
えば アノ 「 ゆ ※ ゆ き 
て 神 軍 ]」 と か ……) 
な ど で 取 り 上 げ ら れ 
た の は 知っ て いた が 、 
こん な ファ ミリ ー 隔 
け の 時 間 帯 に 、 さ り 
げ な く と は いえ 堂々 
と 取り 上 げ ら れ た こ 
と に 少な か ら ず ショ 
ッ ク を 受け て し まい 、 
私 は その まま 番組 終 
了 ま で 、 正座 を 崩す 
こと が か 出来 な く な っ 
て し まっ た 。 


「 生 き て 帰れ ぬ ニ ュー ギニア 」 に 反し て 「 ラ バウ ル 天 国 」 と 呼 
ば れ た ラバ ウル 島 。 か つて 30m を 越す “ 木 " さえ 存在 し 、 そ れ に 
つい て の 証言 が 一 番 多 か っ た 島 だ が 、 3 年 前 の 火山 噴火 に より 、 
それ ら の “ 木 " は 全滅 し た 。 

この 地 で 父親 を 亡くし た と いう 妙齢 の 御 婦 人 は 「 死 亡 」 と の 告 
知 だ け で 、 何 も 分 か ら ず 戦後 50 年 以上 を 過ごし て きた 。 父 の 面影 
すら 知ら ず 、 遺 品 と いえ ば か つて 父 が 、 内 地 へ 帰還 する 戦友 へ 密 
か に 託し た 「 コ ドモ ヲ タ ノ ム 」 と だ け 記 され た 手紙 が 唯一 の も 
の で あっ た 。 だ が この 婦人 は 、 噴 火 に より “ 木 " が 全滅 する 直前 、 
不思議 な 体験 を し て いた 。 

「 ( 3 年 前 の ラバ ウル 慰霊 の と き ) その “ 木 " を 見 まし た 。 父 の 
慰霊 の 為 に 行き まし た か ら 、『 あ あ ・… や は り 魂 晩 だ な あ ……… 
私 達 に 知ら せ て いる ん だ な あ ・……』 と 思い まし た よ 。」 

「 そ の 夜 、 ホ テル に 帰る と 、 蛍 が 一 匹 だ け 私 に 付い て 来 た ん で す 。 
村 の 人 に 、 あ の “ 木 " は 人 間 の 魂 が 帰る 所 だ と 聞か され て いま 
し た の で ・…・… そ の 蛍 が 誰 の 魂 な の か …‥ す ぐに 分 か り ま し た ・」 

「 蛍 の 一 生 は 短 こ う ご ざ いま し ょ う ?…… だ か ら 、 何 度 も 何 度 も 
生ま れ 変 わっ て 、 待 ち 続 け て くれ た ん だ な あ ・…・… と 思っ て ……」 
この 話 を 聞い た と き 、 私 の 脳裏 に 浮か ん だ の は 「 ま る で 『W 妖 花 』 

の 様 だ 」 と いう 想い で あっ た 。 
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この 文章 を 読む 人 の 中 に は 、 水 木 先生 の 「 妖 花 」 と いう 作品 を 
知っ て いる 人 が 少な く な いと 思わ れる 。 鬼太郎 ・ ネ ズミ 男 の ゴ ー 
ルデン = コン ビ (*8) が 揃っ て いる に も 関わ ら ず 、 派 手 な 立ち 回 り 
も 妖術 合戦 も 無し 。 そ れ で も この 作品 が 、 間 違い な く 傑 作 で ある 
と 断言 する 理由 は 、 お そら く 水 木 先 生 御 自身 が 、 か つて 共に 死線 
を 名 く ぐ ぐ り 、 自 分 を 残し て 散っ て 逝っ た 、 戦 友達 へ の 鎮魂 と 慰霊 
の 為 に 描い た の で は な いか と いう 気 が し て な ら な いと いう こと 。 

そし て 、 そ の 根底 に 流れ る テー マ が 、 た と え 肉 体 は 滅ん で も 、 
我 が 子 を 想い 、 護 ろう と する 親 の 執念 は 世代 や 場所 を 越え 、 生 き 
続け る と いう こと だ か ら だ 。 (*9) 
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マダ ン の アム ロン の 丘 で は 、 こ の 地 で 敗走 し 続け た 元 兵士 の 証 
言 が 聞け た 。「 ア イダ ペ の 会 戦 で 敗走 し た 丘 で は 全く 補給 が な か 
っ た 。 飯食 の 中 蓋 で 木の根 を 擦り 下ろ し 、 カ エル や 仔 ネ ズミ を 生 
で 奪い 合っ た 。 木 の 中 の 直 な ん て 御馳走 で し た よ 。 」 この 元 日 本 
兵 の 老 紳 士 が 笑い な が ら 話 し て くれ た た め (*10) 、 な か に は サバ 
イ バ ル 料理 教室 程度 に し か 感じ て いな い 阿 呆 も 居 た だ ろう が 、 そ 
の 笑い は 、 現 在 で は 想像 する こと も で き な い 、 あ まり に も 現実 離 
れ し た 体験 か ら 来 て いる の で は な い だ ろ うか 。 

何しろ 、 私 の 親父 (*11) が 、 錠 え を 凌ぐ た め に 毎日 喰っ た と いう 
芋 や 南瓜 の 墓 (*x12) が 、 健 康 食品 店 で 、 高 級 食材 と し て 売ら れ て い 
る 時 代 で ある 。 私 を 含め た 若い 世代 に 「 察 し ろ 」 と 言う 方 が 、 き 
っ と ナン セン ス な の だ ろう 。 

東部 ニュ ー ギ ニア 戦は 、 記 録 上 だ け で も 15 万 7000 人 以上 の 日 本 
兵 が 投入 され 、 そ の 絶対 的 大 多数 が 戦死 し た 。 死 ん で 逝っ た 兵士 
一 人 一 人 に 、 魂 の 葛藤 が 有 っ た は ず だ 。 し か し 当時 の 政治 家 や 軍 
の 上 層 部 に と っ て 、 そ れ ら の 兵士 は 、 単 な る 数 字 で あり 、 盤 上 の 
駒 で さえ な か っ た 。 

戦後 、 こ の 国 の 政府 が 兵士 だ な け で な く 、 軍 属 や その 犠牲 と な っ 
た 人 々 に 対し て 行っ た 、 国 を 挙げ て の 「 黙 殺 」 行 為 を 見 る 限り 、 
その 体質 や 考え 方 に は 微塵 ほど の 変化 も 見 られ は し な い 。 そし て 
その 体質 や 考え 方 を 、 こ れ か ら の 子供 達 が 受け 継い で 行く の だ 。 
何 の 疑 いも 抱か ず に 。 
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(*8) 他 に 、 KC コミ ッ ク 
ス 版 で は 「 か わ う そ 」 
が 友情 出演 し て いる 。 


(*9) 私 は この 時 「 あ の 
話 は 、 決し て 絵 空 
な ど で は な く 、 現実 
の 話 だ っ た ん だ な ]」 
と 、 不思議 な 高揚 感 
に 包ま れ な が ら 、 
「 こ の 話 を 皆 に 伝え 
な けれ ば 」 と いう 紗 
な 義務 感 まで 感じ 始 
め て し まっ た (苦笑 ) 


(*10) そ うい えば , 数 年 
前 の 水 伝 の 夏 の イベ 
ント で 先生 が 話し て 
下さ っ た 時 も 笑い な 
が ら 喋 っ て いた な ・…… 


(*11) 幸 か 不幸 か , 目玉 
以外 の パー ツ も 殆ど 
揃っ て いる 。 


(*12) こん な も の で も 
食え る だ け ま だ まし 
だ っ た そう な 。 


慰霊 する 元 兵 卒 も 年 々 減っ て いる 。 当 時 戦死 と 報告 され た 人 間 
は 、 本 当 は 鐘 死 が 殆ど だ っ た と いう が 、 よ り 深 い 地 獄 も 用 意 さ れ 
て いた 。 

自分 の 父 は 餅 死 し た も の と 50 年 間 信 じ て き た 男性 が 、 戦 没 者 慰 
霊 法要 の 席 で 、 父 の 元 戦友 達 か ら 別室 に 呼ば れ 聞 か され た 告白 は 、 
耳 を 疑い た く な る よう な 50 年 目 の 真実 で あっ た 。 

「 死 ぬ 直 前 の 君 の 父親 を 食べ た 。 何 も 食 糧 が な か っ た ん だ ・…… 

我々 も 死に た く な か っ た ・……」 

その 初老 の 男性 は 泣き な が ら 「 家 族 に は と て も 言え な い 。 死ぬ 
まで 黙っ て いる し か な い 」 と だ け コ メン ト し た 。 当 時 、 大 腸炎 や 
マラ リア に 和 容 加 し た 兵士 を 助け る 手段 は 無かっ た と いう 。 

東部 ニュ ー ギ ニア 戦 に 終止 符 が 打 た れつ つ あ っ た と き 、16 万 人 
近く いた 兵士 は 4 万 人 に まで 減少 。 そ の うち 3 万 人 が 僚 死 。 か ろ 
うじ て 1 万 3000 人 が 生き て 敗戦 を 迎え た 。……… が 、 そ の うち の 
大 多数 も 故郷 を 遠く 離れ た 南海 の 孤島 で 、 洋 上 の 復員 船 や 収容 所 
で 、 家 族 と の 再会 を 夢見 な が ら 力 尽き 、 結 局 「 恥 か し な が ら 」 生 
き て 祖国 の 土 を 踏め た の は その 内 の た っ た 3000 人 だ け で あっ た 。 

“ 木 " の 下 で 自決 の 培 助 を し た 元 兵 士 は 「 銃 声 よ り も 、 弾 が 頭 
を 貫通 し た 音 が 忘れ られ な い 」 と 言い 、 画 家 と し て “ 蛍 の 木 " を 
描き 続け て いる 。 . 

また 、261 名 いた 中 隊 の な か で 、 唯 一 人 生き て 帰り 、 作 家 と し て 
その 時 見 た “ 蛍 の 木 " を 記録 し た 尾川 正二 氏 は 「 戦 後 4 0 年 ほど 
経っ て 、 よ う や く 悪 夢 を 見 な く な っ た よ ・……。 不思議 な こと に 、 
医者 が 背中 を さす りな が ら 『 あ あ ・……‥… よ う や く 戦 争 が 消え まし 
た ね ・……』 っ て 言っ た ん だ 。 で も ね 、 戦 争 の 実感 は 未だ に 消え な 
いん だ 」 と 語っ た 。 そ し て 「 (ニュ ー ギ ニア 戦 の ) 最後 、 玉 砕 陣 
地 に 向かう ボロ ボロ の 兵士 達 を 見 て 感動 し た 」 と も 。 

自分 が これ か ら 死 に に 行こ うと し て いる 事 が 分 か っ て いな が ら 、 
玉砕 陣地 に 向かっ て 行っ た 若い 日 本 兵 達 。 無 念 を 抱き な が ら 死 ん 
で 行っ た 兵士 達 一 人 一 人 の 魂 が 、 “ 蛍 " と な っ て 一 本 の 木 に 集う 
の だ ろう か 。 
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最後 に 訪れ た バカ デレ 村 で は 、 一 人 の 原 住民 が 「 演 は タン バラ 
ン と 言っ て 、 精 霊 な ん で す 。 死ん だ 人 の 魂 が その 中 に 宿っ て いる 
ん で す 。」 と 、 論 し て くれ た 。 

捜し 求め た “ 営 の 木 " の 傍ら に は 、 い つも 戦争 が あっ た 。 半 世 
紀 を 経て 、 な お 戦争 の 悲し み は 消え て いな い 。 

つい に 見 つけ た “ 木 " は 、 目 の 前 で 白い 光 を 走ら せ て いる 。 そ 
の 激 し さ が 、 私 に は 兵士 達 の 魂 の 怒り に 思え て な ら な い 。 

歳 月 は 戦争 を 痢 に 塗り 込め よう と し て る 。 し か し 、 死 ん で 逝っ 
た 兵士 達 の 魂 は “ 蛍 ” と な っ て 一 本 の 木 に 集い 、 今 も 犯 々 と 曰 い 
炎 を 走ら せ て いる 。 
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水木 伝説 私 考 坂 育夫 


伝説 を 生む マン ガ 家 は 数 多い 。 つ げ 義 春 氏 を は じ め 平 田 紀 氏 、 模 図 か ず お 氏 等 
我々 に さま ざま な 伝説 を 渦 望 させ る し 、 亡 く な られ た 手 嫁 治 氏 、 60 
藤本 弘 氏 、 湊 谷 夢 吉 氏 等 は 、 今後 も さま ざま な 伝説 に 色 ど られ て いく 事 と 思う 。 

し か し 生き な が ら 伝説 誌 が 発行 され る の は 、 今 後 も 水木 氏 を お いて 例 を みな いで あろ 2 う 。 
(一 過 性 の 若者 同人 誌 を 別に し て ) そし て その 伝説 化 に 閉じ こめ られ る 事 な く 、 紐 織 化 
され 肥大 され て も 、 な ん ら プ レッ シャ ー を 受け ず 、 逆 に 栄養 化し て いく 強大 な 胃 包 を 
感じ させ る の は 水木 氏 を お いて 考え られ な い 。 
この 妖怪 的 な 胃 包 は どこ か らく る の で あろ うか ? 
私 に は 彼 の 出生 地 そ の も の が 、 そ の 鍵 を と く ひ と つ に 思え る 。 鳥取 県 境港 。 正 史 の 中 で 
抹殺 され た さま ざま の 神々 が 追い つめ られ た 神話 の 海辺 で ある 。 

そん な 豊か で ? の ん の ん 疲 の いる 地 で 育っ た 彼 が 、 現 人 神 と いう 血統 書 つ き の 神 の た め 
に 戦争 へ と か り 出 され る 。 

ここ で 話 が 脱線 し そう だ が 実は 私 は 水木 マン ガ の 中 で 大 の 戦記 物 マ ン ガ の ファ ン で あ 
っ た 。 薄暗い 貸本 屋 を 何 軒 も は し ご を し な が ら 駆 け ま わり 、 氏 の 新刊 戦争 物 を 探し まわ 
っ た も の で あっ た 。 

無論 、 同 時 期 の 作家 で ヒモ ト タ ロ ウ 氏 や 川田 慢 一 氏 の 戦記 物 も や あっ た が 、 な ぜ か 華 島 
勝一 氏 や 小松 崎 茂 氏 に 負け な い 実 在 感 の ある 軍艦 に し びれ た も の で ある 。 
後日 十 年 後に 氏 と お つき あい させ て いた だ いた 時 、 氏 の 手作り の 太平 洋 秋 隊 を 、 
拝見 させ て いた だ こう と 楽し み に し て いた の だ が 、 会 うと 話 が お も し ろく 、 Na 
だ せな か っ た の が 今 も っ て 残念 。 

また 艦長 達 も 実に に か っ た 。 ま さ に 実在 感 の ある 苦悩 に 手 に 汗 が に じ む よう な 思い を し 
な が ら ペ ー ジ を めく っ た 記憶 が ある 。 も ちろ ん 一 兵卒 の 悲哀 も 、 貸 本 と いう 悪 条 件 の 
中 で ギリ ギリ 描き きっ て る の も 見 の が せな い が 、 平 田 氏 が 武士 道 の 悲 哀 と ヒュ ー マ ニ ズ 

一 貫 し て 描く よう に 、 氏 の 戦記 物 も 見 事 な 物 で あっ た 。 

そこ に 共通 する の は 、 避け られ な い 現 人 神 の 下 で 、 戦 わな けれ ば な ら な い 個 人 絶望 的 な 
苦悩 の 迫力 で ある 。 そ し て 彼 は 、 そ の 戦争 の 最 下 層 の 一 兵卒 と し て 、 左腕 を 無く し た り 
南方 の 原 住民 と の 楽園 を 体験 する 。 

小生 が 氏 に お 願い し て 小 っ ぽ け な 豆 本 を 出版 し た し た 時 、 彼 は その 扉 の 名 刺 程 の 版画 に 、 
一 枚 づつ 腕 の な い 左 望 で 押さ えな が ら 、 五 百 枚 署名 し て いた だ いた 。 そ の 時 私 の 背筋 に 、 
思わ ず 電 撃 の よう な 物 が 走っ た の を 記憶 し て いる 
先日 、 ネ パー ル の シェ ル パ ペー 族 の 友人 が 日 本 に 三 ヶ 月 消 在 し た 。 私 は 彼 に し つこ く 和 雪男 
は 
シェ ル パ ー が 観光 用 に 堤 造 し た 生き 物 だ ろう と 問い た だ し た が 、 彼 は 悲し そう に 絶対 い 
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る 
と 繰り か えす ば か り だ っ た 。 同じ よ うな 事 を 水木 氏 に も お 聞き し た 事 が ある 。 

「 先 生 、 本 当 に 妖怪 は いる ん で すか ?」 

「 そ れ が 、 本 当 に いる ん で す よ 。 私 は いつ も か ん じ て い る ん で すか ら 。」 氏 は こと な げ 
に いっ て ニヤ リ と 笑う 。 

UFO も 妖怪 に も 、 信 じたい くせ に 見 れ な い 小 生 は 、 そ の 時 ドッ と 無力 感 と 、 自 分 の 
小さ さ を 感 じ し さ せら れ た 。 

私 が 彼 が 署名 し て いた 時 の 戦 保 の 正体 こそ 、 氏 が 戦 省 、 紙 芝居 、 貸 本 時 代 と 、 常 に 敗者 
の 
中 で は いづ りな が ら も 、 し っ か りさ さえ つづ けた 、 太 古 の 敗者 の 神々 が いた こと で ある 。 
そし て 時 に は 目玉 の 親父 と な り 、 氏 の 無く な っ た 左腕 の 肩 に は りつ いて 、 我 々 を と りこ 
に し て いた の だ と 、 久 し く マ ン ガ か ら こ ぼれ 落ち た 小生 が や っ と 確信 する に いた っ た の 
で ある 。 
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現代 社会 と 妖怪 の 関係 


2 0 MS RS 
な ら ば 、 一 反 木 綿 が 送電 線 に 引っ 掛か っ て いる 所 や ぬり か べ が 交通 渋滞 を まき 起こ し て 
ら 交 を 拝見 し た いも の だ 。 ) その 心 の 中 に 和 宿る べき 妖怪 が 、. 淀 みき っ た 人 間 の 心 に 受 

け 入 れ ら れる は ず が な い 。 街 の 灯 か りや 騒音 も と ど ま る 事 を 知ら な いも の の 、 妖 怪 を 感 
じ に くく し て いる 要因 の ひと つ に すぎ な い 、 肝心 の 「 心 ( 魂 )」 が 受け 入れ られ る 体制 に な 
っ て な い の で は 人 致 し 方 な い 。 

少し は 明る い 兆 し が 見 えて きた と は いえ 、 ま だ まだ 現代 の 社会 の 状態 は 至っ て 茂 し い 。 
NH 就職 難 や 消費 税 CP 等 、 現 代 人 の 
心 の 雲 は 、 な か な か 取れ な い 。 た だ 繰り 返し の 毎日 を 全う する 若者 、 繰 り 返 し の 仕事 を 
2 踊る 様 な 微笑 まし い NEWS な ど 耳 に 入っ て 来 な い 。 
「3 人 寄れ ば 文殊 の 知恵 」 と は も う 昔 の 話 。 今 で は 愚痴 と 陰口 を アル コー ル は 好 ん で 食 
する 

そもそも 今 の 世の中 、 老 若 男 女 、 共 通し て 言え る こと は 、 自 分 の 感情 を スト レー ト に 
表現 し な い 事 を 知 的 で 美しい 事 だ と 幼い うち か ら 教 え 込ま れ 、 そ れ が いつ し か 身 に つい 
て し まっ て いる 。 「 卿 に 入っ て は 郷 に 従え 」「 朱 に 交わ れ ば 赤く な る 」 等 、 他 人 に 合わ 
せ て 生き る 事 は 美しい 事 と 喜多 衰 楽 も 自由 に 伝え られ な い 現 代 で は 合 6 され た 管理 社 
会 に お いて 、 人 間 は 「 周 り の 事 を 把握 出来 る 我慢 強い 人 」 に な れれ ば 、 な れる 程 立派 な 
人 と し て ほめ られ て いる 、 し か し 知ら ず 知 ら ず の うち に 本 来 持ち 合わ せ た 性 格 を 殺し て 
生き て いる 訳 だ か ら 、 必 然 的 に スト レス と いう 病気 に 心 を むし ば まれ て いる 。 従っ て 我 
慢 で き な い 意志 の 弱い 人 は ひど い ケ ー ス で は 新聞 の 一 面 を 飾っ つて し まう 。 こ の まま で は 、 
世 も 末 で ある 

私 の 母 は 「2 0 歳 に な る まで お 化け を みず に すめ ば 一 生 見 な いで すむ 」 と 幼き 頃 教 え 
て も ら っ た 記憶 が ある 、 確 か に 私 の 媒 が まだ や っ と 片言 話せ 始め た 頃 、 家 の 中 の 璧 を 指 
差し 「 お か あさ ん 、 あ そこ に お 化け が いる よ 『! 」 と 行っ た 事 が ある 。 この 子 の 母親 (私 の 
義姉 ) は 少し あわ て ふた めい て 「 お ば け な ん か 、 こ の 世に は いな い の よ 」 と 答え る と 、 す 
か さ ず Me ば ちゃ ん が 居る よ 『! 」 と 返事 を し た と いう 。 有 母親 は 頭ごなし に 注 
意 する 訳 に も ちい か ず 「 そ の お ば ちゃ ん は 何 を し て いる の ?」 と の 質問 に 対し 、 そ の 子 は 
人 」 と 言い な が ら 微笑 ん だ と いう 、 母 親 は どう し た ら よ いか 判 
断 で きず と りあ え ず その 場 を 離れ た と いう …・…・ その 夜 帰宅 し た 見 に そ の 話 を し た と こ 
ろ 「 な ぜ そ の 時 、 公 壇 の 前 に つれ て いか な か っ た ん だ 並ん で る 写真 を みせ て (どの お ば 
ちゃ ん ) っ て 尋ね れ ば よかっ た じゃ な いか ! 」 と 答え た そう で ある 。 
即答 し た 見 の 機転 の きく 対応 に た だ 感心 し た も の だ 。 
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この 話 を 聞い て 私 の 母親 が 言っ た 「20 歳 (未成 年 ) に な る まで お 化け を 見 な けれ ば ー 
生み な い 」 と 言う 言葉 に 強く 信 症 性 を 感じ た 

母 は 「 お 化け 」 と 表現 し た が 一般 的 に ひら た く 言 えば 「 妖 怪 」 で ある 

某 タ レン ト が TV で 「 ゲ ゲ ゲ の 更 太 郎 の 主題 歌 は 鬼太郎 を 知っ て いる 者 で あれ ば 約 

8 0% の 人 は この 歌 を 知っ て いる だ ろう 」 と いっ て いた 、 こ の 歌 を よく 吟味 し て 頂け 
れ ば 「 妖 怪 」 イ コー ル 「 お 化け 」 な の で ある 、 絶 対 に 幽霊 で は な い の だ 

西 涯 で は 「 妖 怪 」 の 事 を 「 モ ンス ター」 な ど と 称し て る みた い だ 、 と いう 事 は 現在 砺 の 
アイ ドル 、 も し く は マス コッ ト 化 し て いる 「 ポ ケッ ト モン スタ ー」 の 中 に キジ ム ナ ー や 
べとべと さん 、 自 坊主 (月 見 バー ガー で は な い ! ! ) た ちら が まぎれ 込ん で いた と し て も 
私 に は ちっ と も 違和感 な ど な い 

最後 に 話 が 前 後 し て 大 変 恐縮 だ が 、 い まま で の 話 を 数 学 の 「 証 明 」 に あて は め て か ん が 
えて みる と (1) 妖怪 と は 人 間 の 心 に 宿る もの で ある 。 (2) 現代 人 の 心 は 淫 ん で いる 。 
これ ら を 仮定 と し 、 結 論 を 妖怪 が 好き な 人 達 と する 。 す る と 証明 は 合 が 応 な し に も 、 

「 子 供 の よう な 気持 ち し を も っ た 、 心 の 清らか な 人 」 と な る 。 

私 は 自分 自身 が 妖怪 好き で ある と いう 事 を 誇り に 思う 
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寺 G 田 守 0 ぐ ( 式 上 EG 恨 財 者 浅 ロ ン で し 交代 JO ) 
いり @ 表 胃 " 軸 因 1 ト 公 症 装 井 < レ 公 OK 四 り っ 心 田 甘 
0 で 社 穫 日 や て 皿 補 も 共 じ お 乱 。 下 中公 の 
半 め 十 叶 * 提 孔 "日 回 絡め 膝 呈 0D レ し つ つ 0 お 8* 
部 取り JJQS り | " 環 む じ 慰 G 畠 的 つ 人 SQ ニー′ 岬 
回 及 人 K” 三 姜 0 ぐ ( 葉 県 恒 ロロ く n レ ン で お 8“ 
所 ふ 和 S リ ー 心 ” ) り @ 委 敢 ロ 浅 じ " 立 で ドー テ ら 6 応 
半周 穫 功 つや 世 ど め 1 葵 的 的 N9)J り 喉 じ 交 丸 * 
授 隊 | 葵 | 肖 し つ 尋 代 。 共 款 田 十 ぶ じ 十 昌 りつ ^ 
記す つじ せれ 6 和 G 窒 李 じ つつ お" 

)JGmG 悪 稔 押 や" 相 朋 人 剤 苑 G 皿 0 ぐ "日 購 鶴 吉 実 
0 ペ ” 日 幸代 層 叶 ( 悦 ) OS つつ 丸 * 

1JG 洋 め ′ 【 皿 皿 財 剖 釣 ーー ト スハ ヘー】 仏 症 名 6)) 
で 包 蝶 G 民 めく さ 司 で じ GK こ て さ * 

JJ じ 3041J0 で 講じ" 半 科 葵 し こざ )J 3) 
SW 必 つ お * 

来 0 り 交 け 8 隊 路 つじ こね も だり ^ 陵 つ GIJN ロリ せ 
で の 4 准 で ン せ D ビ っ こつ 尋 " 攻 N ト へ めこ で や ・ 
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ふ ー トト へ や っ 6" 100 USJA0 0 や 中 痢 詩 りこ 心 ズ 
めこ 9@” NPG で 衣 め 可 ぐ レ V ソ IN@* 避 っ て 爆 6 公 
さっ 0 8 むだ J | m ポ 据 角 つ し こつ 尋 " 尽 門 
8 中 称 昭 GD 抱 で で し 届 つ きこ" の 唱 公 ソン” 如 
ホー 學 浴 つ 愉 こ 0 所" 


ps: を G% さ 0 さく 


坦 隊 地代 UG 量 斉 こ 妹 補 的 揚 や 穫 J1J0 こ 6 
共 居 しめ / 時 べ 品 り め 8 妹 K 作 唱 狂 計 0 も しめ Q っ 必 
* 

nQGIJ 


飾ら れ た カー ド の パネ ル 
水 伝 の 会 報 も あり ます 。 


壁 ( 
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レレ ーー pe ンジ ク 


イン ター ネッ ト で 水木 関連 の 情報 を 探し て いる うち に , お も し ろ い 
情報 を 入手 ! 広島 中 央 郵便 局 で , 『 ゲ ゲ ゲ の 衝 太 郎 と 仲間 た ち 』 と 
題し て , 絵はがき が 発売 し て いる らし い の だ 。 早速 電話 に て 確認 を と っ 
た 。 内 容 は , 30 種 1 セッ ト で 芋 1500 (送料 別 ) と いう 安さ が 
魅力 。 こ れ は 絶対 ゲッ ト す る し か な いっ し ょ 。 と いう こと で 通販 先 は 
下記 の と うり で す 。 

交 730-8799 
広島 市 中 央 区 国泰寺 町 1 -4-1 
広島 中 央 郵便 局 調整 課 
『 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 ハガキ 』 係 あて 
電話 : (082) 245-5361 
お 金 は 郵便 小 為 替 に 替え て (送料 込み で ..) , 返信 用 封筒 を 同封 
し て (B$ の 定型 外 封 往 が いい で す よ 。 返 信 封 筒 に も 自分 宛 に 住所 
を 書く こと ) , 何 セ ッ ト 希 望 な の か 別紙 に 書い て くだ さい 。 
送料 
1 セッ ト : 410 円 
2 セッ ト : 450 円 
3 セッ ト : 600 円 
4 セッ ト : 600 円 
5 セッ ト :600 円 
(これ は 神奈 川 県 の 私 の 家 か ら 頼 ん だ 時 に 聞い た も の で す 。 


参考 程度 に 受け 止め て 下さ い 。 こ の 近辺 は 大 丈夫 だ と 思い 
ます が , ちゃ ん と 確認 を 忘れ ず お 願い し ます 。) 


※ と りあ え ず 確認 を と っ て 分 か っ た こと が 上 記 の こと で す 。 特 に , 送 
料 は 地域 に よっ て も 違う か も し れ ま せん の で 気 を 付け て く だ さい 。 
現金 を 封筒 に 直接 入れ た り し な いよ うに 。 確 認 の 電話 を し て トラ ブル 
を 未然 に 防ぎ まし ょ う 。 水 伝 の 方 々 は 大 丈夫 で し ょ う ! 

順序 不同 で す が , 3 0 種 載せ て み ま し た 。 ' 9 8.3.1 3 現在 
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フン ブ ら モラ ーー // ょ うぅ う や < ヌン クシ と 春めい て きま し た み *、 読 者 の 皆さま 、 皿 子 


リコ 


ん 共々 お 元気 で オマ ス か ー? ダル マン チャ 有名 旦 で オマ ン 。 

條 加 は 、 水 伝 イ ー ス ト 鍋 集 部 の ジャ ン ガ へ ノ ベ ヘー ノ 画 伯 こ と 証 地 工 の お い で 、 噂 の 新 フ ー ゾ ク 『 ワン ダー 
フェ ステ ィ バ ル '98 WINTER 』 に チン ニュ ー、 コ ギャ ル こ と コス プレ ギャ ル 赴 を た っ ぷ し 紙 め り リカー ン し て 
きた っ ち 。 

お お 店 へ の 行き 方 は J 尺 新橋 駅 か ら 、 悪 名 高い 「 ゆ りみ か oo め 」 に 拉 ら れ な がら 「 国 際 僚 示 場 正 
P」 で 下車 っ ち 。 ビ ッ ング サ イト 吉 多 が 分 か ら な く て も 夫 夫 夫 。 新橋 駅 近 3 婦 か ら CG 正 大 に は 京浜 
東上 E 保 の 車内 か ら ) 叫 に ン レ だ と 分 か る 連中 の “人 へ 人 問 主 夏 流 " に 大 まれ て れ ば 、 且つ ぶっ て て 
も 自然 と 会 場 に は 着け る っ ち 。 

し っ か し アン 「 ゆ り ※ ま も め 」 つ ー の も 何と か な らん か の 一 ? 二 や 雪 な ら と も か く 、 珠 み “ 形 い 
だ け で 運行 中 正 、「 再 開 の メド は 立ち ませ ん 」 じ ゃ 、 ラ イン ライ ン の 意味 が 無い っ つ ー の ( 吉 ) 。 
お まけ に 巡 任 下げろ 下 げろ っ て 壮 情 ろ * 疫 凶 し て ん の に 値上げ する らし いし 、 ま っ た く 《 茶 の オン 
ン ポ っ 並み の タチ の 悪さ きだ っ ち 。 

ビッ ンク "サイ ト に 行く 途中 「 券 ある よっ ! 券 ある よっ !」 つ 一 声 み が 開 こ を て きた ん で 、「 あ ら っ り 
まさ か や ?」 と 思い つつ 、 そ の ポン 引き 下 の オニ ーー チャ ン に 閉 い て みっ と 、 何 と モン ホン の 「 婦 
フ 厚 さん 」。 イ ヤー、 思 わ ず 前 立 腺 が コム ラ 返 りす る くら いび っ くり し た っ ち 。 

け ば 、 朝 の うち は 一 枚 - 15OO 円 の 入場 券 (も ちろ ん カタ ウ グ な ん み ^ 無 し ) を 3OOO5OOO 
円 ほど で 売り つけ る つも り だ っ た けん ど 、 前 旭 か ら の 沿 り 込 み 組 や 気合 - の 2 へ っ 夫 千 朝 組 に 、 そ 
ん な を 科 地 69 な 準備 に 念 り の ある や つ は (トー ゼン ) 芝 無 だ っ た らし く 、 ワ シ の 行っ 夫 久 過 ぎ に 
は 一 枚 . 1OOO 円 で 区 字 通 り 投 げ ば 売り し て た っ ち 。 ド タ マ の 悪い ジャ $ー ズ や ビジ ュ ア ル 系 バン 
ド の “和信 っ か け " の オナ ブ 科 と 一 緒 に し た の み が 問 邊 いよ の 一 。 それ に し て も 「 ど ん な 世 に も 
豪 道 は 存在 する ん ね ー」 と 、 願 わ ず も 銘 強 に な っ た っ ち 。 

さっ そく その ダン 尾 に ぶ ヽ 一 枚 払 っ て 、 整理 券 -……… じゃ な か っ た (ピン キマ ンー の 基 番 争 
いじ ゃ な を いっ つ ー の ) 入場 券 を 2 枚 も らい (つま り 一 枚 5OO 円 だ っ ち ) 一 路 西 負 へ 。 期待 に ビ 
ンコ 立ち に な る 悪 息 を な だ め つ つ 、 前 か が: み 気 示 で 進む と 、 会 場 人 へ り 避 前 に 何やら モン スゴ ブイ 
塞 吊 の 人 だ か り が 。 どい つも こい つも ペッ ント ボトル みた いな 学 速 レン ズ を くっ 付け た 事 井 緩 カ 
メラ や ビデ オカ メラ を 持っ て る ん で 、「 グ スス スネ スン! も し か すっ と 人気 ラー ドル の 拓 月 会 み 、 
気 AV 嬢 の サイ ィ ン 会 か し らん ん? あっ! も し か し て 、 ア の カン で へ 早 李 り で も ?」 朝 待 に 穫 皿 を 
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粗く し つつ に じ り 和 寄っ て みっ と アラ ッ ンマ 何やら 嫌 な 子 感 が ーー。 2 月 だ と いう の に 、 真 夏 
の 柔道 部 みた いな 酔い い 包 い を させ て いる 和信 垣 は 、 週 末 の 秋葉 原 で 、 美 グン ゲー の コー ナ 
ーー に 理 が が っ て いる よう な セニョール 道 の 「 コ スプ レ 振 及 会 」 で あり まし た ーー っ 

再 近 は 「 コ スプ レイ ヤー」 と み 自 称し て る ( 媒 笑 ) お も し ろ フ ェ イ ス な 旬 @ を 中 に 、 何 右 
和信 も の ズボン の 前 を 疹 ませ た ママ a 局 心 円 状 の 輪 を 作っ て 、 人 選 が さき な いよ うに と り 了 囲ん で お り 
美 :op な 。 

「 や っ ぱ コ スプ レ は イメ 娘 ラ か が ファッツ ョ ンマ ッ 久 一 ジ に る っ ち 」 と 、 た だ 単に 流行 を 追 
いみ かぶ け て る だ け で 、 キ ャ ラ に 対す る 入れ 込み 殊 を 何 女 みか に 置い て きた よう な コギ ャ ル に は 由 も 
くれ ず 、 一 路 場 内 へ GO 〇 ! だ っ ち (も ちろ ん キャ ラ に 入れ 込み 遇 まで て 人生 棒 に 振っ つて る ウレ シン 
イタ の (ほう みろ と 生 休 ]9 多 だ っ た りす る 一 づつ 。 

生 に …… じゃ な か っ た 、 内 に 入っ と 、 イ ヤー 凄い 熱気 . だ っ ち 。 豪 事情 通 の 長澤 嬢 に よっ と 、 
コミ ケ と 同じ で 人員 の ビ ピーク は 開場 後 の 表 時 問 だ そう だ み *、 重 過ぎ で この 人 人 中 だ っ た ら 、 朝 は 
どう だ っ た ん や? と ちょ っ と 瑞 か っ た っ ち 。 規 村 は コミ ケ の 半分 〈 い や ュ ユン 3 程度 か うか: も し れ な な 
いみ な:、 何 し ろ 売 つっ て る モン が * 3 次 元 の 物 休 だ し 、 中 に は ディ スプ レイ に も 凝 っ て る 所 が ある ん 
で 、 ひ や か す だ け で も エラ イ 旧 礁 、 悪 恵 も 益々 大 桑 れ だ っ ち 。 

想 え ば 十 粗 年 前 、 高 校生 の 頃 に 「 ホ ビー ジャ パン 」 で 『 ワ ウン フ ェ ス J を 矢 り 、 和 写真 を 喝 か ら 『 間 
まで ナメ まわ す よ うに 立ち 読み し な が ら 、「 い つの 旦 か 行っ た る 」 と 青 筋 広 て て 潜 間 し た アン 日 
か ら 平 や 紙 年 月 。 つ い に 来 た ワン フェ ス の 会 場 へ の 道程 で は 、 まる で 間 @ の 在 ボウ ズ み “、 フミ 
ィ イト の 金 を 握り 締め な が ら ン ネプ ラン ド の 待合 室 に 座っ て る よう を な 、 期待 と 未 安 が モン 者 に な 
っ た べき 間 だ っ た っ ち 。 

売り モン の ライ ン ナ ッ プ を 見る と 、 た ぶん 色 9 に 多い だ ろう と 子 想 し て た 「 名 衣 下 痢 息 」 や 
「 朱 尿 凡 曜 生 李 c 性 隊 」、「 可 々 っ | 上 紙 佐 問 」、「 人 本 化 株 幸 」 な ん か の が だ あ ん まり 下 に 付か な か っ 
た っ つっ ち 。「 ミ すみ * に 飽き られ た か の 」 と 一 時 思っ た み :、 よ く 考 えた ら 、 朝 の うち に 買い 滞 られ た 
だ け だ っ た り し て 。 

いっ ちゃ ん 目立っ た の は 、 マ マス コミ に まん ま と ン モラ レ て 、 和 ず か し 気 . も 無く バカ な 値段 を 
付け て た 「 ア メス コミ の フィ ギア 」 や 、 さ も 価値 ある か の よう に 落 徐 を 垂れ 流し て た 「 昔 の プラ モ 
や お も ちゃ て 」 だ っ た 気 . バ ぶし た っ ち 。 ワ シ み た いな 年 寄り に は 、 そん な に 信人 値 が 有る ろ る ほ と 才 い モ 
ン に は 見 えん が の 一 その他: に は 「 ガ オガ イダ ー」 や 「YAT」, 定番 中 の 定番 「 手 塚 モン 」「 名 ン 
森 ヒ ー ロ ー」「 円 谷 放 人 人 」「 東 喘 怪 敵 」 な ん か みる * 在 っ た っ ち 。 

困っ た の は ゲー ム の キャ ラク ター だ っ ち 。 か な り 還 立っ た 気 あ “し た けん ど 、 オ イラ 殺 強 不 寂 - 
で 、 オ リ ジ ナ ル の 美 少 女 キャラ ( 笑 ) と 見分け が デン デン つか な か っ た っ ち 。 ホン と 中 し 話し 。 

会 日 か ら は べ ぶ を 入れ 林 え て 、 週 末 に は アキ バ の 美 当 パン ゲー コー ナー に 入り 淫 り 、 鍋 の 通 
っ た 生 竹 の 夫 の 子 に は 四 も くれ ず 、 モ ニー ター の 中 の アニ メッ 顔 一 次 元 美 当 を 相手 に 、 ま っ た たく 


も っ て テ メ エ に だ けり 都合 の いい 、 勝 手 な 恋愛 ドラ マ を 展開 さ せる っ ち 。 
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今日 か ら さ っ そく 「 と きめ き メ モリ アル メル バ 計 委 技 衝 念 j「 と きめ き To 本 正信 (一 本 カキ 
讐 2 つり バー ジョ ン ) 」「 と きめ き バ イオ ハザード 3 (オッ パイ どこ ろ み : 脱 物 も 7 の 」 で 電 日 巡 夜 、 
股 問 の 発電 所 を 夫 フ ィ ー バ ー さ せな く て わ 。 

「 あ ら 一 !? 考 えて みっ と 不 自然 で は な いけ ど 、 こ ん な トコ ま て で 誰 中 し て る っ ち !」 と っ 
た の 2 ワン フェ ス 特 製 ミ ニ gg 駆 用 バト ルル サー キット 」 に 妊 が っ て た カキ ンチ ョ ども っ ち 。 と 者 
っ て も 、 ミ ニ 駆 や 、 特 製 パ バー ンジ や サー キッ ト を 売っ て た わけ で は な い 。 友 思 織 だ っ ち 。 まあ 、 
外 琴 車 挟 し た り 、 赤 ちゃ ん や 子供 に ビ ピカチュウ の “ね ん ね こ " 着せ て コミ ケ に くる 夫 尋 も いる 

てく らい だ か ら 列 に 箕 き ゃ し な いみ 、 あ の 子 衝 2 ろ 符 来 ど ん な 立派 な 夫人 人 に な る みか と 想う と 、 薄 ら 
楽し いっ ち 。 

その 字 .、 よ くそ ぞ 売 つっ て て くれ た と 感 湖 し た の み オリ ジ ナ ル デ ザ イン の アク モ サ リー や 由 子 、 
ォ ン ジェ な と て この て の お も 祭り は 元々 ニー ゆー 人 へ 科 の 電 に 在 っ た ん じゃ な か っ た っ け ?)、 この 
人 ホン と に 好き で 好き で し ゃ ー な いん だ ろう な 一 と 思わ せる 、 も の すご く マ ニア テッ ク な 、 実 在 
する 戦闘 機 や 戦車 (や っ ぱ ワ シ ら 協 の 子 は 紙 つ に な っ て も 好き な ん よう)。 自分 で 放 計 ・ 製 人 年 し た 
と 思わ れる オリ ジ ナ ル の リモ コン ウロ ボン ト ( 二 体 y ん 上 で ン ミ ト ら せる らし いり 、 「-…・ こ れ で 人 人生 政 
ろ 丈 し た ん だ よ な を な 一 」 と 、 遠 い 苦 の 中 学生 時 代 を 思い 返し て し まっ た 永遠 の 可 ヒ ワイ ン 「 ク ラリ 
ス (by ルン 本 生み カリ オス トウ の 地 )」、「 ウ チ ら いま 借金 共 で 、 も の す ご い 自 転 車 揉 源 な ん で す 。 
今 の ウシ ら に 自転 車 こ が せ た ら 競輪 選手 より 速い っ す よ 。」 と 、 思 いっ きり 投げ 看 り チッ ク を 完 
り ウ 上 を 真 閣 で 言わ れ た た め 、 し ば らく 床 に 突っ 供し て 笑い 続け た 後 、 つい 宴 っ て し まっ た 「 オ 
リ ジ ナ ル 工 シャ ン ツ 邦 」。 ファイナ ルフ ュー ジョ ン を 承認 すっ と 、 ホ ン と に 究極 合体 する オー ル 
AK 製 の 「 毛 夫 当 オガ イダ グー」 ( 告 じ られ る か や 速 帳 に 見 る と 分 か らん みる ホン ト に 全 ペ パー ン が で 
ーー クラ ント で 中 来 て る の だ ) な ど etc. TV の CM “ む ビ じん くん "の UFO は 私 みろ 5 筐 
り ま し た 」 と 看板 や 写真 を 中 し て た オニ ーー サン の 「 オ リ ジ ナ ル UFO」 は あん まり 売れ て な か っ 
た みた い だ っ ち 。 

毅 あ る 作品 の 中 で も ズバ 抜け て 同 庭 . 産 し か っ た の み *、 両手 定 を 拘束 され 本 美 少 雪 の 型 で デ 
リン を 作り 、 そ れ に モー ター と スプ リン グ の 住持 け を セット し て 、 プ ブル プル 愛 わ せな が ら 昧 め 
た り 食 べた りす る 「 良 い 子 の 夏休み 工作 キン ト 」 じゃ っ 本 (すま ん っ ち 。 ウシ の 朱 い 区 オオ で は 
アノ 雇 の 分 か らん 、 突 き 抜 けた バカ み カ ら しさ み * 伝 えら れん っ ち )。「 コ ー ヒ ー ゼ リー で や れ ば 軸 全 
天 の 守 しめ ます よ ( 何 を だ や )」 と 笑 疾 で デモ る オニ イサ ン の 上 志 に は 、 夏場 に 一 週 問 昨 き 続け た 半 し 
下 み た いな 臭い が する 、 と ん で も な い 人 人 数 の 信吉 の * で き て お り ま し た 。 

反対 に 感 及 させ て くれ た の み *、 寸 法 ・ 彩 名 が 間 ] 中 で 使用 され て いた た 物 と 同じ な の は 寺 う まで 
も な く 、 マ モル み グ 年 が や っ て た の と 同じ よう に 下 の 部 分 に を 付け て "拓く と 、 セン サー に より 
これ また 虎 | と 周 じ 効 果 埋 が し て し まう いう 「 マ グマ 夫 使 の 千 」。 ニ りゃ スン ブイ と 店 の オニ ィ 
サン の デモ を 見 つめ て いた ら 、 い つの 問 に み 時 布 を 広げ て 、 い つの 問 に か お 金 を 払っ て お り ま 


し た 。 お まけ に 演 如 いら っ し ゃ て た た 江木 後 夫 失 . (マモ ル み 年 役だっ た 移 フ ォ ー リ ービス の へ ) 
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の サイ ィ ン ま で 貢 っ て し まい 、「 こ れ で マグ マヤ ガム が 来 て くれ た ら 完 璧 や ん る カコ と 、 一 人 で ニヤ 
ニヤ し て し まっ た の じゃ 。 

好き 嫌い は 引 と し て 、 ド レ も コレ も 区 包 無し の みみ 作 揃い だ っ た けん ど 、 ポ 伝 の イラ スト ・ ラ 
ィ タ ー 斎 療 氏 (に よっ と 、 聞 近 ウ ロボ ント も の は 、 ほ ん と に 了 ら れ た 人 へ し み - 買 わな く な っ て し まい い 、 
を 吉 構 夫 変 な ん だ そう な を な 。 

た と え 学 な る 金もうけ の 委 だ け で 、 殺 の ボリ シー も 無い レジ ン の 固まり を 穫 っ て も 、 それ み * 
先 れ 筋 の キャ ラ な ら 、 他 に 金 を 使う あて も 無い イク 身 較 中 みき し 寄せ て 、 店 は バン バン 夫 き く 
な る 反 入 に 本 当 に 好き な キャ ラ を 、 た っ ぶし 入れ 誠 ん で 穫 っ て も 、 それ みろ 流行 から 外 れ て た 
ら 見 人 きも され ず 店 を た た むこ と に な る 。 まる で 昨今 の め 、 上 訪 は 褒 華 だ みろ 情 の 通い を 護 じ させ 
な い キ ャ ババ ラ で や 、 お お 手軽 な ーッ ルレ た な ん み ^ の 新 上 舞台 4 な (に 挟 さ れ て 、 ジリジリ 造 い つめ られ る 場 
未 の 大衆 チェ ャ バレー (ウシ ャ 忠利 ! 役 みか の?) や 老舗 の スト デン プ 劇 上 B 夢 を 連想 させ て 、 ワ シ の 股 同 


の ウマ イ 棒 を 2 な くさ せる っ つっ ち 。 


さて 、 蔵 れ 言 は に こん で らい に し て 、 本 題 に 入り や し ょ う 。 実は 今宮 チン へ し た ホン ト の 理 中 


は 、 こ こ ウ ン フ フェス で 、 毎 宮 和 G カ ーー 條 (に 「 天 怪 の フィ ギュ ア 」 を 送っ て いる 水木 ラ ァ ン み “いて 、 


今 *9 も 休 や ら 末 7 作 を 発表 し て いる と の 情報 を 、 示 本 本 の 軍服 (この 玉音 、 知 ら ない へ に は 、 
全く 解ら ん だ ろう な 一 。 まあ 水 伝 の メン バー る オヤ ジ @ け の エロ ワウ 週 耶 肝 な ん みる: 読む と は 思え ん 


し ーー つう から 全 入れ た た め 、 何 とろ 貯 し 直 し て イン タビ ュー を 、 ダメ な ら 写 真 だ け で も 搬 ろ うと 
思っ て 来 た ん で ある 。 ダイ ジョ ブ か い の ー マ 何しろ こ 一 ゆー の を 乱 る へ っ て 芸術 家 用 のみ ば 多 
い だ ろ うか ら 、 下 手すり ゃ 場 で も 投 !( げ られ て 、 若 っ 払わ や れ た りす る み ヽ も 。 

み クタ ログ を 持っ て な か っ た ん で 、 道 行く 人 々 に 頼ん で 見 せ て も ら っ た み ^、 結 包 ブ プー ス の 位置 
が よく 分 か ら ず 、 し ら み 潰し に 探す こと に な っ ちまっ た ん だ ぁみ に 時 問 み m き 問 だ っ た ん で 「 下 
手すり ゃ 完売 、 と っ くに 店 閉 ま い し て 、 帰 っ ちまっ た みか も 」 と 、 気 / ば っ み ^ 徒 、 っ て し ょ うみ びな み ヽ つっ 
た っ ち 。 し か し 、 突 然 ワ シン の 肢 問 の 妖 怪 ア ン テ ナ ク の *、 気 . を 感じ て ビン コ 立 ち に 7 そこ に は 、 
本 木 を バッ ンク に し た 撮 - 林 路 と 葉 石 が が 7 その 基 の 上 に は 、 ち ょ こん と 目 手 の 親 欠 さん 。 お お 一 
有 っ た っ ち / ス ネス ン ゲー よう で け と る 7 向っ た より も 大 きく て 才 々 3 Ocmy ス 上 は あっ た っ ち 。 


生 木 の 枝 の 先 昌 に まで て 更 を 感じ る アー ト な 人 交 終 。 き っ そく イン タビ ュー ビ じゃ 。 
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写真 の オニ ー サ ン は 、 ド カン の 水鳥 新司 先生 で は な く 、 ダ イエ ント に 成 坊 し た 和 本 宣 
先生 ・……| で も な い 。 この 梨 未 嘘 親 子 像 の 製作 者 際 答 本 窒 』 慌 で ある 。 携 浜 在 住 の 氏 は モデ ラ 
ーー を 3 夫 め て 三 年 弱 。 この 作品 の 制作 坦 問 は 「 ん 一 、 で も るー 一 ヶ月 は 振 し いっ て ませ ん けど 」 と の こと 


「 全 間 で 20 個 作っ た けど 、 ま だ 1 1 ユ 個 し みか 売れ て ませ ん ね 」 と の こと じゃ み ぶ 、 ウ シン と し て は 
この クオ リティ ー で この 値 租 (1 300O 円 ) だ っ た ら 、 こ の 時 間 ま で に 売れ 残っ て る ほう み ぁみ : 礎 
選 だ と 加 う る 5 「 実 は 、 燃 奇 伝 の 表紙 の 「 香 林 路 の 生 首 " を 原寸 天 ( デ ゲン リリ) で 店 っ た ん で すみ 
本 物 の 赤 ん 寺 の 生 首 みた い だ っ た の で さす る に マズ イ と 思い 、 今 < は 発表 し ませ ん で し だ sdJ 
う … う わ ー… そ 、 そ れ は ちょ っ と ……・ 。 で も 今後 句 負 か で 発表 する ん で ーー の 「 い や 、 多 分 
無理 で し ょ う ( 和 )」 う 一 ん 良かっ た 。 水 未 先生 の 作 で 、 好 き な も の で や で 及 般 され た も の は 和 有用 り 
ます が か の 「 邊 本 時 代 の 示 林 先生 の マン みか ら 、 殊 列 な 及 響 を 愛 け まし た ね わ ね 」 う 一 ん や っ ぱり 
ーー「 で も 、 実 は マン ガ を 原形 に し た 作 呂 は これ みろ る め て な ん で す よ 」 そ えー! アホ ンマ 2 よい な の 
2 天 9 は か っ ぱ の 三平 "| を や り た いで すね 。」「 で も 、 最 近 は 水 未 先 生 の マン みみ の : 病 く っ て -…… 
身 本 や 22 想 モン み 手 に 入ら な いん で す よ 」 そ れ は 、 示 林 ラ テン 和 全 仙 共 3 通 の 1 み で す な 。「 と ころ 
で 、 水 木 伝 説 の 放 で し た よね ?」 は あ 、 一 応 そ う で すみ る ドー ババ ヤバイ 、 実 は 関 補 水 へ 会 の スン さ イ 
だ っ ちゃ ゅ 一事 み 2% ば れ た か の ) レス 前 3 交配 充 し " を 復 基 させ まし た よね ?」 あら っ ポイ 伝 の 会 買 
の 放 な ん で すか が PT いや 、 そ うじ ゃ な いん で すみ ミス 前 未 伝説. さん で 復 区 | され た の われ た 
科 ” みろ 2 し いん で すみ ^、 在庫 有り ませ ん か ね や 」 う 一 むむ 、 こ の 和信 、 俺 より 起 。 ぶ だ な ーー と 思い いつ 
つ 、 在 庫 の 確認 を し て か ら 徒 本 素 %zv い た し ます と 住所 交換 を し て 、 和 立ち 去っ た の で あり ん し た 。 


ワシ る 計っ て た ら 、 お 近 ず き の 外 に 譲っ て あげ る ん だ けど な 一 。 タ 生 人 
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- し っ か し 変 だ の 一 。 情報 で は 妊 の フィ ギア を ルス 前 か ら 人 りり 続け て る 和信 みお る は ず な ん 


や けど 。 今 の 栓 本 民 は 第 林 路 親子 ーー あき 、 モ ン だ っ た し ーー 呈し アイ テム を 探す よう な 気分 で ー 
ラー 作戦 を 展開 し て っ と 、 ん っ や また も や ぁ 妖怪 アン テ ナ ゥ 1! 

テー ブル の 上 に は 、 水 本 先生 の 燃 怪 玉 庫 で * 舌 怪 図 鎧 で お な じみ の 中 2 さも 其 欠 に 寿 る の 
人 が 当たり 前 で ある みみ o く 圭 み に 並ん で た っ ち 。 先程 の 橋本 殿 の 提 玉 蹴 と は また 直っ た 存在 感 、 
リア リティ ー、 そ し て 學 . を 芝 ん で る こと み :、 顔 を 近 ず け な く て も 良く 分 か る 。 四 に 映る の は 
まる で 未 未 先 生 が これ を スネ スケッチ し て 図 負 に 載せ た の か と 思え る ほど の デ ィ テ ーッ ルレ の き $ を mm み ょ さ だ 
っ ち 。 

あま り の 美しき さき に 、 し ば らく 皿 を 条 し て 見 つめ て いる と 、 妹 怪 た ちの こう 倒 に 座っ て いる 
夫 柄 な 人 みる 明らか に 不 蜜 者 を 見 る 由 つ き で 品 ん で いる の に (よう や く ) 気 み の *※ つ いた 。 い スム 、 


完全 に 堂 妙 寺 だ っ ち 。 


写真 の 方 は 、 三 垂 か らい らっし ゃ っ た 了 欠 木 明彦 』 氏 。 先程 の 気さく な 橋本 民 を アー ディ ス 

ト と 呈 ぶな ら 、 欠 杯 康 は 宗 器 な 中 に 芸術 家 和 気質 を 感じ させ る 「 職 へ 」 と いっ た と ころ みろ 民 の 今 
宅 の ウラ イン ナッ プ は 「 定 長手 長 」「 妹 天 」「 く びれ 免 」「 狭 」「 土 転び 」「 が ラン ンマ 」「 首 か じ り 」「 磯 - 交 」 
「「 ひ ゅ うす べ で 」 の 全 1 0 種 。 寸法 は どれ も 20ー 3 Ocm 前 後 。 中 で も 「 首 か じ り 」 は 8 個 の 在 
何人 全 て 完 示 し て いた っ ち 。 氏 の 「 水 林道 」 は 1 7 年 前 の 工 V 数 員 か ら ま っ た そう で 、 革 笠 
「 ア ズ キ 洗い 」 の プラ モ ゥ 発売 され る 必 前 か ら 和 借り 続け て お り 、 資 料 は 妖怪 区 庫 だ そう な 。「 製 
作 上 の 一 番 の 問題 は ?」 と 開く と 「 根 気 で す 。 や は り ど の くら い 信 中 力 を る を 倫 持 で きる みみ 下 題 で 
す よ ね 」 と 寺 え て くれ た っ ち 。 し か し 、 ワ シタ ドイ チン バン 度肝 を 挟 か れ た の は 製作 日 毅 を 関 いた と 
き で 、 答 を は 「 生 で 一 財 癌 」。 多分 ワシ の 瑞 き 邊 えみ 、 氏 の 吉 和 違い で あろ うと 、 和 殺 度 も 開き 返し 
て みた みか ホン ト に 「 条 で 一 週 」 だ そう な 。 う っ そ 一 、 ぜ っ ち ゃ 一 貴 だ ら 一 ( 笛 賠 謝り ) と 亜 
っ た みろ 短 時 癌 で 儲 呈 し て 穫 ら な いと 、 朋 に 相 気 みき か な いそ うだ っ ち 。「 は あー や っ は 2 奏 い わ 


-」 と 感動 し つつ 、# 字 を 寺 っ て その 場 を 去っ た の で あり ん し た 


こっ 
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今 こ の 企画 を コー ディ ネイ ト し て く れ た 長 浮 嬢 と 関 会 時 問 に 合流 し 、 ど 一 せ 今 行っ て も 
「 ゆ と か も め 」 どこ ろか 「 タ クシ ー」 に も 乗れ ん と の こと で 、 シー デ こい て か がら タ ト に 忠 た ら 、 
すでに ドッ プシ と 昌 み び 茹 れ て た っ ち 。 

長 清 開 に 謀っ て も ら っ た ワウ ワンフェス の カタ ビグ に 、 コミ ケ の み カタ ワウ グ と 同じ よう な 感想 が あ 
っ た っ つっ ち 。 それ は 「 和 最近 の イベ ント は 、 つ まん な く な っ た] と いう ラ うー ご 喜 。 

ラシャ その 哲 因 が が 「 シ ロウ トク が み 突 表 に 商 革 で ベース を 持ち 中 し て も 、 それ な 当たり 前 の 様 に な 
っ て し まっ た (税務 者 が 来る 位 )」 こ と と 「 と ん で も な い 競 逢い を し て る 女 が あまり に も 直 え 遇 
た 」 せ い だ と 思う ん や けん だ ど ^、 ユ レ を 読ん だ り 、 実際 行っ て みた チミ は ど 一 思っ た や ろ み みい ア 


と に か く 、 こ れ に 鉛 り ず に また 来 て みた い の 一 。 


【 次 豆 和子 告 】 
水 伝 選 AS で 、 新 「 て ん や ・ わ ん や コン ビ ]」 を る 吉成 し た 「 土 and 下島 」 コン ビ 。 
“ 井 宙 へ と し て テレ ビ に お ける 水 未 作 放 の 映像 理 き 和合 を 解 李 し 、 週 末 に は ER 天 公 伝 」 の カー 
ド 夫 会 に 命 を けず る 「 土 垂 そ 」 が つい に 禁 遇 の ガレ ー ジ キッ ト に 准 池 する っ ち 。 
「 実 摩 の 発売 まで 一 急 の 公表 を 差し 控え た い 」 と いう 本 人 人 の 絢 v ヽ 意 に より 、 詳 4m( ユ ー ル の 9 月 
ら か に する こと は で き な い みる 現在 最終 行程 を 残す の みみ と な っ た ン レ は 、 水森 マー ニア な ら ず と 
も 「 ぅ うー ん これ は 凄い な あ ・…… いろんな 意味 で 」 と =" 証 く こと 必至 で ある . 
ーー 方 、 水 伝 の "コレクション ブ リンス" と 傘 名 され る 、 相 村 の 「 原 和 島 秀 行 」 も 器 っ て は いな 
い 。 毎 夏 の イベ ント に 音 も 無く 参上 し 、 オ ー ク ショ ン で 底 引 き 綱 みた いな 買 六 療 を 見 せつ ける 、 
通称 "オー クシ ョ ン 夫 和 特 宣 " こと 共 川 避 誠 に 室 戦 布告 。 乗 た し て どちら みろ シ Kk 伝 一 の コラ コレクター 
み ゅ 失 礁 を 涼 す る と きみ が 来 た っ ち 。 
和 審 時 & の 水 伝 ワー ルド 。 ン スト ラダ ム ス が が 1999 年 7 の 月 に 空 か ら 放 っ て くる と 和 握 寺 し 
た @RR 枯 の 夫 魔 生 》 の: ここ か ら デ ビュ ー す る 晶 も 速く は な いっ ち 。 


を う 術 等 だ っ ち /7 


| 【 全 国 の 良い 子 の お 琶 様 才 へ お 知ら ら せ 】| 
作者 ドン データ ダル レマン チャ 伯 叶 こ と 、 幸 治 計 (3O) は 、 バ 然 ワイ モン 交 音 陳 多 』 恒 (に より 、 


水木 全戸 本 部 お よび 全国 の PTA に よっ て 捕獲 され 、 gg 銀 : ボキ ー ル 用 へ 未 久 和 佑 廊 と な り 
まし た 。 和 何とぞ ご 安 ぶ 下さ い 
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ブー 。 2 クイ 人 ウ 介 表 呈 デー タク バ マク 


文 全 話 登場 : 鬼太郎 、 目 玉 親 父 、 ね ずみ 男 (第 49、59 話 に は 登場 せ ず ) 
大 仲間 妖怪 : 猫娘 、 砂 か け 革 、 児 呈 爺 、 の 、 塗 壁 
文 小学 生 : 村上 祐子 、 谷本 淳 、 鈴木 著 


Ml タイ トッ レ | 硬 | 作 間 尾 | _ 3 坦 E 必 | 
| | 性! 見 上 げ 和 道 | 時 | 直 | 導 旧 一 座 | 見 EA 道 。。 

2 | 妖怪 目 目 連 の 選 ! 本 | 条 | 導 一 氷 | 目 目 連 6 

| 3 | キター の o 戦 休 ! 夜 叉 | 昨 | 台 | 猫 砂 児 一 塗 | 夜叉 。 コー に マ に 
4 | 屯 帆 ! 続 の 国 の 鐘 和 ml 砂 一 | 位 筐 村谷 鈴 
5 | タイ ヤ 妖 怪 ・ 輸 入道 | 時 | 生 | 多 ゆ 輸 逢 。。 ー 

6 | 暴走! 鬼太郎 所 昨 | 寺 | 砂 児 一 塗 | 牛 息 、 逆 欄 組 
7 | 妖怪 の っ ぺ べらぼう! 瞳 航 | 猫 の っ べ ぺら ぼう 村谷 鈴 
8 | 圧 尾 か に 坊主 と 河 音 | | 填 | 一 塗 | か に 坊主 、 河 章 

9 | 爆走 ! 鬼太郎 機関 車 | 昨 | 界 | 砂 児 一 塗 | ビー、 モ ン ロ ー - 

1 0 | 怪奇 妖怪 万 年 竹 。 | 編 | 伯 | 砂 見 | 年 和 

1 1 | 毛羽 毛 現 と が し ゃ どく ろ | 上 時] 計 | 猫 砂 児 一 9 毛羽 毛 現 、 が し ゃ ど くろ _ 

1 2 | 際 識 ! 攻 仙人 の 猫 王国 | 星 | 舟 | 独 砂 児 一 浴 | 猫 仙人 村 

1 3 | 妖怪 屋 青 へ いら っ し ゃ い | | 人 猫 砂 児 一 浴 | 加 公 霊 、 目 目 連 、 緒 和 」 
1 4 | 太 気 欄 海 章 ・ み ず ち | ヵ | 赴 寺 、 徐 福 、 か に 坊主 | 料 生 
1 5 | 悪夢 妖怪 まく ら 返 し | 時 | 二 | 猫 砂 児 一 塗 | 枕 返 し 、 釣 舞 火 | 料 谷 稚 
1 6 | あか な め と 白 うねり | 星 | 填 | 猛 償 一 | あか な め 、 自 浴 商 、 風 神 、 寺 

1 7 | 海 和 | 妖怪 さざえ 鬼 中 星 | 燃 | 獲 。 さざえ 鬼 、 人 魚 EE お 生 
1 8 | 深海 の 奇跡 ! 化け 鈴 間隔 ー | 化け 島 

1 9 | 和央 | 妖 企 く びれ 鬼 | 上 寺 | 独 砂 給 鬼 。 | 料 谷 | 
2 0 | 内 江 海 の 人 食い 鳥 | 時 | 入 | 導 砂 上 一座 | 人 食い 鳥 

2 1 | 自 物 邊 と の っ べら ぼう | 妖 | 獲 了 児 一 | 白粉 半 、 の っ べら ぽう 

2 2 | 妖 起 ! 妖怪 泥 田 坊 コロ P 猫 砂 児 一 塗 | 田 坊 

2 3 | 風魔! 拓 怪 二 ふり 天狗 | 時 || 。 児 一 | 雨 ふ り 天狗 。。 

2 4 | 任 談 際 座 擬 。 | 時 太 | 獲 砂 児 一 徐 | 際 夫 | 

2 5 | 古都 の 學 怪 ・ お ぼろ る 車 | 略 | 始 | 証 
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猫 児 塗 | 天邪鬼 


2 6 | 和 活 妖怪 天外 時 | 穫 
2 7 | 吸 魔 ! 妖怪 野 づち 密 | 寺 | 砂 児 - | 野 箇 村谷 釣 
2 8 | 幻想 誠 ・ 猫 町 切符 還 燃 | 猫 久 
2 9 | 巨人 伝説 ダイ ダラ ボッ チ | 時 | 航 | 獲 砂 一 塗 | ダイ ダラ ボッ チ 村谷 鈴 
3 0 | 導 穫 | 夏 の 記憶 。 | 本 | 館 | 。 | 妊 花 、 河 
に 
3 2 電気 妖怪 カミ ナリ 1 1 寺 燈 昌一 カミ ナリ 村谷 鈴 
3 3 | 聞 職 妖怪 さら 小僧 。 | 星 | 赴 さら 小僧 
3 4 | 流浪 ! 妖怪 あず き と ぎ | 編 | 才 | 獲 小豆 と ぎ 、 小 豆 は か り 、 小 避 肖 
| 3 5 | 鬼太郎 の 地 拓 流し 上 間 
3 6 | 仰天 ! お り た た み 入 道 瞳 || 猫 砂 児 お り た た み 入 道 、 客 、 油 すま し 、 呼 子 
3 | 大作 中 妖怪 自動車 店 
3 8 | 血 闘 ! お どろ お どろ 牙 | 航 | 猫 砂 一 お どろ お どろ 
3 9 | 妖狐 ・ 自 山 坊 の 花 書 時 | 全 | ゆ 一 | 男 天 
4 0 | 夜 の 墓場 は 運動 会 ! | 通 沙 児 一 徐 | 和 900、 緒 、 坂 、 比 人 6555、 上 999。、。。 | 
4 1 | っ つけもの 妖怪 ほう こう 1 本 | 填 | yl ほ 5 こ に う 
4 2 | が ん き 小 僧 と ね ずみ 男 1! | | ー | 岸 涯 小僧 、 一 目 入道 、 河 宣 
4 3 | 反乱 ! 括 怪 化け ぞう り | 編 | 填 | 砂 児 - | 化け 草 必 
4 4 | 西洋 悪魔 ・ ベ リア ル ! 回 区 猫 砂 児 一 塗 | ベリ アル 、 鳥 天狗 、 油 すま し 、 呼 子 
4 5 | も ち 殺 し 1! 妖怪 火車 | 枚 | 矯 | 一 | 炎 車 
4 6 | 拓 大 ( 前 ) 略 | 邊 猫 砂 児 一 浴 | 50』 ん 、 槍 3 郁 、M 和 失 赤 。、。 
4 7 | 妖怪 大 閉 判 (後編 ) | 時 | 填 | 猫 砂 児 一 塗 | ぬら り ひ ょ ん 、 醒 が 仙 、 駅 9。。 
4 8 | えん ま 大 王 と ね こ 娘 | ね dl ー | 間 磨 大王 
| 9 | 水 妖 怪 赤 舌 の 疾走 ! | 星 | 憩 | 一 | 村谷 鈴 
5 0 | 遊 地 の 吹き 消し 疲 ! | 編 | 燃 | 猫 玉 塗 | 史 消 姜 、 巡 炎 
5 1 | 雪 コ ンコ ン ! 移 地 導 円 に 2 < 
| 5 2 | コマ 折尾 ・ あ まめ は ぎ ! | 昨 | 知 | 砂 児 一 浴 | あま め は ぎ | 
5 3 | 寺 園 行 ・ 喚 電電 車 ! | 時 | 燃 | 猫 砂 児 一 塗 
5 4 | 挨 軽 と ガマ 仙人 ! | 時 | 婚 | 久 旧 一 | 多 、 ガ マ 仙人 、 ぬ ら り ひ ょ ん | 
5 5 | 座 還 子 と 反 後 神 ! | 昨 | 填 | 砂 上 一座 | 晶子 、 後 神 、 サ ポテ ン 妖怪 、 
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慌 水 変化 ! 妖怪 水 虎 時 | 矯 ] 見 一 塗 | 水上 

5 7 | 吸血 エ リー ト ! 肖 内 エリ ー ト 

人 時 | 加 | 多 we 雪男 、 雪女 ーー 責 

5 9 | 妖怪 オバ リヨン ! れ | 才 オバ リヨン 、 者 魚 坊主 

6 0 | ぬり ひ ょ ん の 際 隊 | | 本 | 乱 | ゆ 一 | 半 魚 人 、 妖 企 イカ 、 朱 の 盆 、 RT 

医 妖 公 い や み に ご 用 心 | 時 | 略 独 砂 児 一 | いや み 、 カ シャ ボー 員 

6 2 | 怪奇 ! ば け 独 和 道 時 | 導 児 | 化け 狂 、 輸 和 道 

6 3 | メン ソー レ ! 妖怪 ホテ ル | 赴 一 | シー サー、 キ ジム ナー | 
6 4 | 泊 争 ! 妖怪 ラリ ー 時 | 各 | 獲 砂 児 一 eo 

6 5 敬 異 ! マン モス フラ ワー 藤 | 矯 | 猫 砂 児 一 塗 | マン モス フラ ワー 


6 6 | 必 寺 妖怪 城 (前 編 ) | | 綴 | 猫 砂 児 一 塗 | た ん た ん 坊 、 ニ ロ 女 、 位 台 

6 | 風 橋 人 ( 和 | 時 | | 多 砂 上 一 訟 | た ん た ん 坊 、 二 ロ 女 、 名 

6 8 | 今 導 の 伝説 ・ 磯 女 ! d 過 ー | 機 女 

6 9 | 一 麻 フ ェ ル と や か ん づる | 星 | 時 | 独 秒 児 一 塗 | ブ ェ ル 、 や か ん づる 、 ぬ ら り ひ ょ ん 
1 0 | 人気 象 妖怪 ぐ わ ご ぜ | 星 短 猫 砂 児 一 塗 | 元興寺 Ni 
7 1 | オペ べ 沼 の 妖 和 コ 独 。 

| | 大 M の 地震 国 | 時 | 和 
| 7 3 amisyokzo |m|m| 
1 4 | 大 昌 神 ヤマ タ ノ オ ロ チ ! | | 和 In ぬら り ひ ょ ん 、 朱 の 人 EE 
妖術 ・ 佑 戦 時 | 駿 | 砂 児 一 塗 | 雲 外 全 

多 熱 の 妖怪 ! ひで り 神 時 | | 更 
海 和尚 と 船 時 れ の 海 和尚 、 角 此 墨 、 夜 行 、 か に 坊主 
ぬら り ひ ょ ん と 凡 介 疲 | 星 | 遇 | 獲 砂 児 | 蛇 骨 凄 、 ぬ ら り ひ ょ ん 、 朱 の 盆 

中 国 妊 来 ! (前 編 ) | 時 | 知 | 猫 砂 児 一 塗 | チー、C、 中 上 預 、 才 、&69、 野 、 寺 9。。 
8 0 | 中 国 怪 机 来 ! (後編 ) | 柱 | 知 | 猫 砂 児 一 塗 | チー、、 呈 上 預 、 時 、 合 、 胡 、 測 < 
8 1 | 子 背 て 妖怪 ! うぶ め | 星井 | 殖 一 | 始 科 鳥 釣 

8 2 | 古代 克 怪 ・ 大 首 ! 時 | 寺 | 獲 砂 児 一 塗 | 大 首 、 骨 女 
人柱 | 時短 | 導 見 | 送信 、 ぬらりひょん 、 朱 の 信 
8 4 | 怪奇 ! 人 食い 肖像 画 | れ | 燃 | 獲 砂 児 
8 5 | 麻 垢 ・ 土 導 味 の 山 ! | 時 | 獲 玉 児 一 


= ニー トニー ュー 


川 疾 、 ぬ ら り ひ ょ ん 、 朱 の 盆 、 河間 


土 時 昧 
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8 6 | 死 の 使い ・ モ ウリ ョ ウ 暴 | 結 | 六 畑 資 

8 7 | 迷い 家 の 倉 ぽ ぎっ こ | | 多 一 訟 | 倉 ぼっ こ 、 納 戸 婆 、 称 50、742!、 笑 り 
8 8 | 妖怪 ふく ろ さ げ の 殿 ! | 星 | 赴 | 獲 玉 児 塗 | 筑 下 げ 

8 9 | 髪の毛 地獄 ! ラク シャ サ | れ | | 一 秒 | ラッ シャ サ 

0 0 | 貴 の 妖怪 ・ ぶ る ぶる | 只 ] 略 | 諸々 、 釣 災 | 
9 1 | 夜 の 尾 夜 行 の 上 I 思 民 | 上 ー 本 人 夜行 の 移 、 間 魔 大 


百 目 と ぬら り ひ ょ ん れ 


庄 | 猫 砂 児 一 塗 明 、 MK 8590』 ん 、 和 人 半 ま し 、 時 、 相 き 。。。 


9 3 | 月 より の 括 怪 ・ 桂 男 ! | 編 | 知 | 独 紗 一 訟 | 奉 男 、 月 女 

| 人 と 置い て け 堀 | 時 | 多 児 一 | 水仙 人 、 井 戸 仙 人 

5 | 棒 ・ 島 なり! | 只 | 頑 | 獲 砂 児 一 | 釜 鳴 、 油 すま し 、 呼 子 、 寺 り HH 

9 6 | 妖怪 王 ・ ぬ ら り ひ ょ ん 1 | 知 | 猫 砂 児 一 ヨナ 計 人 メト ー リ 、 り ー ス トル ル 、 本 ルー カイ スト 。 , 。 

9 7 | 追撃 ! 西洋 妖怪 四天王 | 矯 | 猫 砂 児 一 塗 | こう も り 猫 、2 ル マル キツ ムー ルム 、9- ス トル ル 。 。 。 

| | 設 村 妖 麻 域 へ の 道 ! | 上 本 | 猫 児 一 塗 | 4、 ッ ト う 55、.01 う 撤 、 こ 09,。 

9 | 決戦 ! 妖怪 王 対 鬼太郎 | れ | 航 | 猫 砂 児 一 塗 | こう も り 獲 、 多 が エー ルム 、 ザッ ト 。,。 

100 | 中 間 の 担 き ・ 妖 怪 影 女 | | 時 | 導 砂 児 一 塗 | 果 婦 

10 | 計時 佑 い の 尋 ! 。 | 間 | 一 計 、 瀬 戸 大 持 、 台 お 、A500 ん 08 | 村谷 鈴 
| 102 | E 二 | 中 国 妊 刑 天 | カ | 短 | 猫 上 一 浴 | 弄 天 、 茶道 二 
ED ネ スミ ! 所 直上 時 | 暗 | 間 | 医 ゆ 一 | 旧 最 、 岩 銀 考 ま = 
104 | | 尾島 | 時 || 導 児 一 座 | 表 咽 千 、 4204、<⑪25 六 79 和 2 | 
105 | 館 宮 ・ 括 怪 だ る ま 王 国 | 時 | 程 | 猫 砂 児 | だ る ま 

106 | 悪夢 ! 妖怪 地 独 | 導 昌 | 多 旧 ー EZ 井戸 仙人 l 

107 | 山の神 ・ 穴 ぐら 入道 。 | 時 | 逢 ー | 欠 識 入道 、 大 百 足 、 病 中 

108 | 不死 ! 将 シ ョ ウ | 編 | 燃 | 獲 玉 児 一 塗 | 獲 通 、 油 すま し 、 呼 子 、 小 豆 は か り 

109 | 軒 山 の 怪異 ・ の びあ が り | 本 の びあ が り 

110 | AO 婦 ( 能 ) | 摩り 6 昌 玉 反っ 

ge | タ ィ トル | 昌 | fe | 吾 場 

112 | 弧 馬 大 海 江 了 | 導 ゆ 旧 一座 | 大海 届 、 7 が 人 、 門 受け 看 人 | 
Il3 Ego 疑 | | | お は は ナイ ター トド 央 | 独 砂 児 一次 | 輸入 道 、 和 、 且 、 和 9、 プ 、NGH9。,。 
114 | erok | | aidgoNt | 蜂 | 婚 | 獲 ゆ 児 一 | 中 和 、 導 男 、 フ ラン ケン 、 馬 | 


担当 : ビビ ビ の T. T. 
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『 水 木 し げ ける の 妖怪 伝 
発売 以後 、 積 極 的 に トレ 
ー デ ィング カー ド ゲ ー ム 
の 展開 を 続け る (株 ) や の 
まん が 、 東 京都 墨田 区 に 
デュ エル ルー ム を 開設 し 
まし た ! その 名 も 「 フ 
ェ ア リ ー ウ ッ ズ ]。 

36 名 収容 可能 の 広々 と 
し た デュ エル スペ ー ス 


[妖怪 伝 」 ファ ン 待 望 の デュ エル ルー ム ! 


フェ アリ ー ウ ッ ズ 


衣 夫 答 報 要 妖怪 伝 」 コ ン ベ ン ショ ン 


46 人 参加 、 熱 戦 展開 


11 月 23 日 プ ノ フ ェ ア リ ー ウ ッ ズ 


矢野 成一 社長 ( 濾 を 渡し て いる 人 の 後ろ セー ター 姿 ) も 見 守る 中 
で 、 優 勝者 福本 さん の 事 式 (11 月 23 日 、 デ ュ エ ルル ー ム ) 


(も ちろ ん 各種 カー ド ゲ 2 爺 を まる nr 人 8 狗 た 9 お ・ 
と ーー ロラ  : あ 久 7 秋谷 2 る 訟 全 呈す 上下 ャ スニ 
ー ム の フリ ー プ レイ OK 1) に 和え 、 作る すう 日 当 曲っ の ジル が な は 中 ある 
る 玩 イ ント て 年 後 フ カル らく ご 分 式 三 エ の オ 
販売 スペ ー ス も 充実 。『 妖 怪 伝 』 トレ | 8 を ちろ 2 弥 且 生 て リト 人 部 間欠 委 信 大 ル ラ ッ 
、 : 徐 い ア ブ フ 米 で 本 病人 スイ だ PT 寺 と まひ り し 
ー ド コー ナー も 計画 中 だ 。 そ し て 何 よ : 全 補償 し 休 ! リム ト * 九 時 と 吉 キ ご 1 だ た 
生還 品 上 も を も ま すす 

oo 回 介 委 和 全 委 
リオ スス メ な の が 、 毎週 日 曜日 に 開催 : ま ル の は 昌和 上ル た お た 
* 楽 シ い n ハ 本 広 ん ハム 閲 や え の 
信 式 [ 本 た も われ ME 

nm ン 9 > 1 
され る 「 妖 怪 伝 ] 公式 トー ナメ ント 会 首 癌 は ます の ぎ 
を れる ある 加 P^ の た 行 と も 
10 月 に 開か れ た と き に は 、 水木 し け : うい ズ が 擬人 脆 だ 社 了 の め わ 企 著 


る 先生 直筆 ( | ) サイ ンカ ー ド が 優勝 : 
賞品 に な っ た り と 、 目 が 離せ な い ぞ 。 

と いう わけ で 【『 妖 怪 伝 】 ファ ン は も 
ちろ ん 、 そ れ 以 外 の カー ド ゲ ー ム ファ 
ン も 『 フ ェ ア リ ー ウ ッ ズ 』 に 注目 だ ! 


使用 料 : 会 員 ン 無 料 
非 会 員 ン 1 日 300 円 
入会 金 : 1.000 円 (] 年 間 有効 ) 
営業 時 間 : 平日 1330020:00 
土日 祭日 : 11:00ー20:00 
定休 日 : 毎週 水曜 日 
住所 :〒130 東京 都 墨田 区 東 駒形 3-3-10 
や の まん 内 SF 「 フ ェ ア リ ー ウ ッ ズ 」 
TEL : 03-3625-8765 


これ が トー ナメ ント の 賞品 と な っ た “水木 し 
げ る 直筆 サイ ン 入り ” カー ド 。 激 レ アア イ テ 衣 
ム だ け に 全力 で GET すべ し ! 
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フ ハ ッ 増 刊 4 

《 さ よう な ら ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 > 
N ーー 一 応 逢 項 写 と 人 太 サ ーーー 
衣 3 月 いっ ぱい で 放送 が 終了 し た 
アニ メ 版 『 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 』 の 
特集 号 を この 夏 に 刊行 し よう と 
思っ て お り ま す 。 アニ メ 版 『 ゲ 
ゲ ゲ の 系 太郎 』 な ら 「 漫 画 」「 イ 
ラス ト 」「 感 想 」 何 で も OK ! こ 
ちら 側 の 企画 と し て は 「 放 映 リ 
スト 」 や ベス ト 作 品 の 紹介 、 ア 
ニ メ 版 『 ゲ ゲ ゲ の 系 太郎 』 の 関 
連 商 品 リ スト な ど 考 えて お り ま 
す 。 6 月 末 く らい を 目処 に 原稿 
を 受け 付け ます 。 


〒654 一 0151 
神戸 市 須磨 区 北 落 合 3 丁 目 3 8 番地 2 1 7 号 練 7 0 9 号室 
ラフ に フン に し (ずる ちあ 戸 ご ーー ドー ド イー 信康 普 5 
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NN DOm 還 
析 こ や 旋 ー ロ 尼 短 6 想 交 もせ 一 
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開 呈 玉 凌 挫 琴 球 咽 く 基軸 枯 理 G 式 寺 医 周 
忠 く <? 閉 ゃ 人 立 散 や Tn ロ < 半 上 軸 エーKーS5J 
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O 政 の 〇 還 や ドー ジー 半 SG 握 は ご 0 で 地 や コ 回 守 6『 
8 孤 公 ko? 杏 で CO せ へ ヘー せつ "つじ 
拘 人 で ぐさ る? 46 や シリ 吾 で 0 へ ペー/ー 色 
胡 投 福 " お SGP な " 

中 忠昌 中 を Ge で ・ 苦 軸 判 理 @G ド ーー 表 仙 名 5 
二 副 じ 選 で て” 役 宮 且 人 で ko” 旨 昧 
も 斬る で Q や つき 7 

ネ 束 玖 皿 で マーKー で ーG ペ ヘー・ 悟 有 四 @ 記 上 虹 つ 1 
究 ホ ー ふ さり 環 表 褒 @ で 澄 鶴 公 填 環 * 
ロ 般 G 咽 おく 問 @G 舞 量 で や 本選 

衣 想 <] 還 式 必 軸線 ロッ 8 錦 長 " 記 0 で ・ 
時 %SSn ロ ッ ト ネ ホーン P4Gno? 並 写 G ポ 
の 令 つ 私 け 唐 人 ぐ ペ ロロ 政 避 尺 選 瑞 舞 よ 
ふつ 腕 定 GS 人 和 的 恥 や < 

表 世 へ 秒 ロ ZZQ 還 の 錦 評 つや スハ ヘー9 
まで いあ 全 に た - そ まこ だく 3 に 20 に を 人 
we ろく 4w 拉 避 二名 iQ? 胡 中 
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8S 生 @ 忠 玉 販 も 吾 44C%S で oe) r 団 8 は く Y セ 
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交信 家人 還 < 国 承 "つる づつ 
難 *% 避 公有 諸 て の つ 己 @ 純 始 は 4T 
ヾ 地 錯 選 の で 二胡 夫 つ や か" 人 
K ス 生 公 下 で 赴 や で MO 8 で 色 K 
( 斬 や や ぐ く ) 億 な 耶 填 租 補 < く @ 
へ や へ や Q モ トー ロ ペー ペー へ 邊 情 
っ や 末 人 6? 革 人 直球 票 ら 園 裕 * 

信 苗 eno? て 義生 KG や で 他 忌 つ 
る 本 る る つ sne 5 ))G 加 符号 つ 
いい .* ー = 一 っ ツー wu、。 rm Y・ パ 


ご ち ュー 一 - 


ASG SUS で し ド w あ き - 


E: ヨ BMCxdiil 


い G と KK ち 日 
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寺下 な 呈 
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(て 原 お ) 登れ て め 


い 稿 
K よ だ 
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MY 。 導 。 4 内 ば 
『 人 に に 人 NN ヽ 侍 
ム IM が NM AN) 月 * / フン K 
に どっ 人 う バン ど コ 
有 有 の 水 本 作品 へ の 項 い 中 い を , 7 リエ イ テ ィ 人事 で し て みい か 7 7 
な ん て 用 ん じゃ っ た サ けど, まだ まだ 元 才 形 で は A い の で ヤ 4 朱 6 人 旧 集 


革 俗 格 了 を 水木 伝説 の 会 員 . 及び 水木 伝説 発行 物 の (本 部 ・EASTT 含 む ) 
購読 者 で ある 者 で , 無償 (つま りお 給料 無し ) の 活動 に 喜び を 感じ 
られ る 人 。 性 別 , 年 齢 は 問い ませ ん 。 
連絡 が 豆 に と れる 方 , 電話 連絡 も OK な 方 商 可 

国 仕 事 内 容 了 y 現 在 は 主 に 会 誌 「 タ ハッ | の 編集 ・ 発 行 を メイ ン に 行っ て お 

り ます 。 今後 は 水 伝 本 部 の 主催 イベ ント の 手伝い ・ 水 伝 EAST な 

ら で は の 企画 で イベ ント 開催 も 予定 し て お り ま す 。 

現在 都内 で ( 不 ) 定期 的 に スタ ッ フ の 集会 を 開い て お り ま す 。 興味 

の ある 方 は , 一 度 参加 し て みて は いか が で し ょ うか 。 詳し い 仕 事 内 

容 , 集会 の 日 時 な ど を 知り た い 方 は , 8 0 円 切手 同封 の 上 

42ー0064 東京 都 品川 区 旗の台 6 一 25 一 12 一 101 幸治 ( 様 ) 方 E 係 迄 。 

昨年 9 月 に 発足 し た ば か り の サー クル で す 。 

吾 が 水 伝 A ST、 い や 水木 伝説 の 明日 を 担う と いっ て も 過言 で は な い ダ 

で も ま 、 ア ッ ト ホ ー ム な サー クル な の で 肩 の 力 は 抜い て いら し て ね 
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コミ ッ 7 マー タッ ト 閣 <* ト 人 加 た 今後 な 入国 ん 
ま よ 余念 谷 ど も 年 極 的 ト 和 谷 ぃ た ぃ と 思い ます 衝 
C⑰ う オケ よ 上 区 ん で "みた キミ で 生 モ 人体 馬 仙 の Jo) まさ 
A 公 市 守 才 は. 9o ロ ち 和 貼付 の 害 形 才 御 尽 時 部 の ま 用 
会 玉 、 林 向 誠 ヵ ま と . 7798 生 4 月 か >. キ 3 か は まり ま 
ます み 層 さま の 牧 PA 念 . 眉 よ り 符 ち し くい ます . . ま 
PS て 29 ツ ャ も 扱 。 く より マス … 愛 ) 


※『AMIGO ! 』 本 部 ( 和 突 ) の 住所 が 和 変 わり まし た . 


みあ 684-0054 
鳥取 県 境港 市 財 ノ 木町 6 56-22 
竹内  ( 様 ) 方 『AMIGO!』 マデ 
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